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表 26 平成 26年度在籍者の GPA 取得状況  

GPA 在籍者の取得割合 備 考 

3.1～4.0   9.6％  178 名/1857 名 

2.1～3.0 65.6％ 1218 名/1857 名 

1.1～2.0 24.7％  459 名/1857 名 

0.1～1.0  0.1％    2 名/1857 名 

0   0％           0 名 

 

３．学生の資格取得状況 

 工学教育に関係する資格等は大学卒業後に国家試験等を受験して取得するものがほとん

どであるため、工学部では学生の卒業後の資格取得状況を追跡調査するに至っていない。

ただ工学部の教育課程修了証の提示が実技経験や筆記試験の免除の条件であるものが多い

ので、実際には相当な数の卒業生が下記の表 27に示す資格を取得していると考えられる。 

 

表 27 卒業後の資格取得状況 

学科 国家試験・資格試験 

平成 25〜

27 年度の

人数合計 

応用化学・生命 

工学科 

技術士（試験一部免除） 

火薬類取扱保安責任者（試験一部免除） 

危険物取扱者甲種（受験資格） 

毒物劇物取扱責任者 

作業環境測定士 1種・2種（要実務経験） 

郊外防止管理者（講習受講資格；要実務経験） 

廃棄物処理施設技術管理者（要実務経験） 

ボイラー・タービン主任技術者（要実務経験） 

冷凍空調技術者（受験資格；要実務経験） 

不明 

不明 

不明 

不明 

不明 

不明 

不明 

不明 

不明 

マテリアル 

工学科 

危険物取扱者甲種（受験資格） 

火薬類取扱保安責任者（試験一部免除） 

工業標準化品質管理推進責任者（受験資格） 

技術士（試験一部免除） 

不明 

不明 

不明 

不明 

電気

電子 

・情報

シス

テム

工学

科 

電気電

子工学

コース 

電気主任技術者（要実務経験） 

電気通信主任技術者（試験一部免除）  

12 名 

2 名 

情報工

学コー

ス 

情報処理技術者 不明 

機械システム 

工学科 

ボイラー技士（2級）（受験資格） 

ボイラー・タービン主任技術者（2級）（要実務経

験） 

自動者整備士（3級）（受験資格；要実務経験） 

消防設備士（受験資格） 

冷凍空調技師（第 1種）（受験資格；要実務経験） 

建設機械施工技師（2 級）（受験資格；要実務経験） 

不明 

不明 

 

不明 

不明 

不明 

不明 

社会環境工学科 

測量士補、測量士（要実務経験） 

 

1 級土木施工管理技士（受験資格；要実務経験） 

測量士補

195 名 

不明 
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火薬類取扱保安責任者（試験一部免除） 

技術士補、技術士（受験資格；要実務経験） 

不明 

技術士補 

195 名 

 

４．学業の成果に対する学生の評価 

工学部教務委員会ではすべての講義科目について平成 18 年度より 1年おきに「学生によ

る授業評価アンケート」を実施している。アンケートの書式を図３-１に、また最新の平成

26 年度実施のアンケート結果の概要（工学部全体）を図３-２に、さらに各質問項目にお

ける平成 22 年度、24 年度、26 年度の推移を図３-３に示す。 

表 28 には学科ごとにそれぞれの質問事項をカテゴリーに分類した評点を示す。年度ごと

のアンケート結果によれば、全ての質問事項に関するスコアは平成 22 年度、平成 24年度

と比較するといずれも平成 26年度にはやや向上している。また「学生の理解度（Q5、Ｑ

16）」の集計結果では学生の講義の理解度の緩やかな向上が見られる。 
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＜注＞上記アンケートの各質問項目に対する回答欄の⑤を 5 点、④を 4 点、③を 3 点、

②を 2 点、①を 1 点として計算し、回答数における平均値を評点としている。 
 

 
図３-１ 学生授業評価アンケートの書式 
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図３-２ 平成 26 年度学生授業評価アンケート結果（工学部全体） 

2222000011114444年年年年度度度度後後後後期期期期　　　　授授授授業業業業アアアアンンンンケケケケーーーートトトト結結結結果果果果 岩岩岩岩手手手手大大大大学学学学　　　　工工工工学学学学部部部部

履履履履修修修修者者者者数数数数

回回回回答答答答者者者者数数数数

5555 4444 3333 2222 1111

11114444回回回回以以以以上上上上 11113333回回回回 11112222回回回回 11111111回回回回 11110000回回回回以以以以下下下下

5,841 830 470 231 131

ここここのののの授授授授業業業業にににに当当当当ててててたたたた教教教教室室室室外外外外学学学学習習習習（（（（予予予予習習習習・・・・復復復復習習習習））））時時時時間間間間のののの平平平平均均均均時時時時間間間間はははは、、、、 2222時時時時間間間間以以以以上上上上 1111....5555時時時時間間間間以以以以上上上上 1111時時時時間間間間以以以以上上上上 0000....5555時時時時間間間間以以以以上上上上 0000....5555時時時時間間間間未未未未満満満満

どどどどれれれれくくくくららららいいいいでででですすすすかかかか？？？？ 855 612 1,694 2,233 2,106

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

1,452 2,997 2,012 723 311

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

1,508 2,855 1,867 838 429

十十十十分分分分理理理理解解解解ででででききききたたたた 理理理理解解解解ででででききききたたたた どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり理理理理解解解解ででででききききななななかかかかっっっったたたた 理理理理解解解解ででででききききななななかかかかっっっったたたた

988 3,162 2,220 833 291

5555 4444 3333 2222 1111

シシシシララララババババススススままままたたたたはははは授授授授業業業業でででで説説説説明明明明さささされれれれたたたた授授授授業業業業のののの目目目目的的的的・・・・意意意意義義義義をををを 十十十十分分分分理理理理解解解解ででででききききたたたた 理理理理解解解解ででででききききたたたた どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり理理理理解解解解ででででききききななななかかかかっっっったたたた 理理理理解解解解ででででききききななななかかかかっっっったたたた

理理理理解解解解ででででききききままままししししたたたたかかかか？？？？ 1,580 3,621 1,887 288 117

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

2,327 3,358 1,559 162 86

適適適適切切切切 ままままああああままままああああ適適適適切切切切 どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい やややややややや不不不不適適適適切切切切 不不不不適適適適切切切切

2,429 3,179 1,318 417 152

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

2,689 2,685 1,298 540 282

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

2,305 2,785 1,508 616 278

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

2,355 2,666 1,536 615 321

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

2,207 2,888 1,647 503 245

おおおおおおおおいいいいにににに感感感感じじじじたたたた やややややややや感感感感じじじじたたたた どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり感感感感じじじじななななかかかかっっっったたたた 感感感感じじじじななななかかかかっっっったたたた

2,684 3,206 1,273 207 117

そそそそうううう思思思思うううう やややややややや思思思思うううう どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり思思思思わわわわなななないいいい そそそそうううう思思思思わわわわなななないいいい

1,882 2,570 1,969 685 385

非非非非常常常常にににに良良良良いいいい 良良良良いいいい どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり良良良良くくくくなななないいいい 良良良良くくくくなななないいいい

1,864 3,496 1,583 364 176

5555 4444 3333 2222 1111

十十十十分分分分達達達達成成成成ででででききききたたたた ああああるるるる程程程程度度度度達達達達成成成成ででででききききたたたた どどどどちちちちららららととととももももいいいいええええなななないいいい ああああままままりりりり達達達達成成成成ででででききききななななかかかかっっっったたたた 達達達達成成成成ででででききききななななかかかかっっっったたたた

1,129 3,368 1,881 651 226

無無無無効効効効

回回回回答答答答

7777,,,,444499991111

ⅢⅢⅢⅢ　　　　達達達達成成成成度度度度ににににつつつついいいいてててて

有有有有効効効効

回回回回答答答答

11115555 3333....9999

項項項項 設設設設問問問問文文文文 平平平平均均均均点点点点

回回回回答答答答数数数数

22222222

11118888

7777,,,,444499990000

7777,,,,444488887777

222266667777,,,,444488883333

11113333 ここここのののの授授授授業業業業科科科科目目目目にににに対対対対すすすするるるる教教教教員員員員のののの熱熱熱熱意意意意はははは、、、、感感感感じじじじらららられれれれままままししししたたたたかかかか？？？？ 4444....1111

11112222 教教教教科科科科書書書書やややや補補補補助助助助教教教教材材材材がががが効効効効果果果果的的的的にににに使使使使用用用用さささされれれれてててていいいいままままししししたたたたかかかか？？？？ 3333....8888

11114444 教教教教員員員員はははは、、、、学学学学生生生生のののの参参参参加加加加（（（（質質質質問問問問・・・・発発発発言言言言ななななどどどど））））をををを適適適適切切切切にににに促促促促ししししままままししししたたたたかかかか？？？？ 3333....7777

ここここのののの授授授授業業業業をををを総総総総合合合合的的的的ににににみみみみててててどどどどうううう評評評評価価価価ししししまままますすすすかかかか？？？？

111155557777,,,,444499994444

11116666

11114444

111177777777,,,,444499992222

7777,,,,444499993333

7777,,,,444499995555

11119999

11110000 教教教教員員員員のののの説説説説明明明明はははは、、、、わわわわかかかかりりりりややややすすすすかかかかっっっったたたたでででですすすすかかかか？？？？

4444....0000

3333....9999

4444....0000

8888

11111111

板板板板書書書書ややややププププロロロロジジジジェェェェククククタタタタななななどどどどにににによよよよるるるる資資資資料料料料掲掲掲掲示示示示はははは、、、、

見見見見ややややすすすすかかかかっっっったたたたでででですすすすかかかか？？？？

3333....8888

9999

授授授授業業業業のののの分分分分量量量量とととと進進進進むむむむ速速速速ささささはははは、、、、適適適適切切切切ででででししししたたたたかかかか？？？？

教教教教員員員員のののの話話話話しししし方方方方はははは、、、、聞聞聞聞きききき取取取取りりりりややややすすすすかかかかっっっったたたたでででですすすすかかかか？？？？

無無無無効効効効

回回回回答答答答

設設設設問問問問文文文文

回回回回答答答答数数数数

7777 シシシシララララババババススススにににに沿沿沿沿っっっってててて授授授授業業業業がががが行行行行わわわわれれれれままままししししたたたたかかかか？？？？

平平平平均均均均点点点点

6666 3333....8888

有有有有効効効効

回回回回答答答答

項項項項

7777,,,,444499993333 11116666

7777,,,,444499992222 11117777

ここここのののの授授授授業業業業のののの内内内内容容容容はははは、、、、理理理理解解解解ででででききききままままししししたたたたかかかか？？？？ 3333....5555

わわわわかかかかららららなななないいいいここここととととはははは、、、、質質質質問問問問ししししたたたたりりりり調調調調べべべべたたたたりりりりししししままままししししたたたたかかかか？？？？

7777,,,,444499994444

ⅡⅡⅡⅡ　　　　授授授授業業業業内内内内容容容容・・・・授授授授業業業業方方方方法法法法等等等等ににににつつつついいいいてててて

11115555

9999

有有有有効効効効

回回回回答答答答

7777,,,,555500000000

無無無無効効効効

回回回回答答答答

5555

ああああななななたたたたのののの出出出出席席席席回回回回数数数数はははは、、、、何何何何回回回回ででででししししたたたたかかかか？？？？1111

ああああななななたたたた自自自自身身身身はははは、、、、熱熱熱熱意意意意をををを持持持持っっっっててててここここのののの授授授授業業業業にににに臨臨臨臨みみみみままままししししたたたたかかかか？？？？

4444

2222....5555

7777,,,,555500003333

回回回回答答答答数数数数

ⅠⅠⅠⅠ　　　　ここここのののの授授授授業業業業にににに対対対対すすすするるるるああああななななたたたたのののの取取取取りりりり組組組組みみみみににににつつつついいいいてててて

全全全全体体体体 9,296

7,509

11116666 3333....6666 7777,,,,222255555555 222255554444ここここのののの授授授授業業業業のののの到到到到達達達達目目目目標標標標にににに対対対対ししししてててて、、、、自自自自身身身身のののの達達達達成成成成度度度度ははははどどどどううううででででししししたたたたかかかか？？？？

111144443333

3333....8888

3333....6666 7777,,,,444499997777

7777,,,,444499995555

11112222

3333....6666

平平平平均均均均点点点点設設設設問問問問文文文文項項項項

66664444....6666

2222

0000....0000        
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図３−３ 工学部全体の質問事項ごとの経年比較 

 

表 28 平成 26年度アンケートの学科別評点平均一覧 

学科名 

学生の意

欲（Q1、Q3) 

学生の学

習実態

（Q2、Q4) 

学生の理

解度（Q5、

Ｑ16) 

授業展開

（Q6、7、

8、13、14) 

授業手法

（Q9-12） 

総合

評価

(Q15) 

マテリアル 

工学科 

4.07 2.94 3.42 3.87 3.78 3.80 

応用化学・生命

工学科 

4.21 3.15 3.59 3.87 3.78 3.81 

機械システム

工学科 

4.10 2.95 3.59 4.00 4.02 4.02 

社会環境 

工学科 

4.15 2.91 3.71 3.93 3.89 3.91 

電気電子・情報

システム 

工学科 

4.05 3.04 3.52 3.91 3.84 3.85 

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

項目別の推移（学部平均）項目別の推移（学部平均）項目別の推移（学部平均）項目別の推移（学部平均）
H22年度 H24年度 H26年度
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電気電子・情報

システム工学

科 情報システ

ムコース 

3.92 2.91 3.45 3.83 3.72 3.75 

電気電子・情報

システム工学

科 電気電子コ

ース 

4.15 3.15 3.59 3.97 3.93 3.93 

 

  

５．学業の成果に関する卒業生の評価 

岩手大学教育推進機構では平成26年度より毎年すべての卒業生を対象に年度末の3月に

卒業時アンケートを実施し、その集計結果を次年度以降の教育体制の改善に役立てている。

この中の学生の学修成果（達成度）に関する主な質問項目、および回答の概要は（図３-

３）の通りである。工学部卒業生の 60％以上が教育内容におおむね満足しているが、他学

部と比較して満足度はやや低い。学生が感じる不満について工学部学生の回答では、コー

ス･学科の教員と学生の関係が「接触はあるが親密ではない」の回答がほぼ半数を占め，こ

の改善が今後の課題といえる。自由記述における教育課程・教育内容・成績評価への不満

等の記載はほとんど見られない。 

 

 

 

 

 

図３—３ 2014 年度卒業時アンケート結果の学部ごとの比較（抜粋） 

 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 

 第２期中期目標期間の学業成果は入学者の学位取得率の向上と留年率の低下の形で顕著

に現れ、学業の成果に関する学生授業評価アンケート結果も良好である。学生の基礎学力

形成の取り組みの結果として専門基礎科目の数学・物理・化学の講義科目の単位未取得率
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は平均 10％程度となっており、工学入門科目についての学生からの満足度は高い。科学技

術英語等の講義科目は学生の英語力向上に貢献し、4 年次英語論文の輪講等では学生のほ

ぼ全員が優秀な成績で単位を修得している。国際研修の履修者の中には TOEIC 等で高ス

コアを取る学生も多い。各種キャリア支援教育は学生からの評価が非常に高く、工場見学

に関しては訪問先企業からの求人も多い。以上の結果より、工学部の学業の成果は学生を

はじめ、関係者の期待に応えていると判断できる。 

 

 

観点 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

（１）進学状況 

平成 27 年度までの過去 6年間の工学部卒業生の進学者数と就職者数の推移を表 29 に示

す。大学院への進学率は平成 22 年度には 52.5%であったが、東日本大震災の影響を受け、

平成 23 年度と平成 24 年度は 40%前後に減少した。その後増加に転じ、平成 26 年度の進学

率は平成 22 年度を上回って 53.3%となった。しかし、平成 27 年度は再び進学率が 43.5%

に減少した。大手企業の採用選考開始時期が「就職協定」の変更で 8月 1日以降になり、

就職活動期間が短くなったことに対する心理的焦りや、有効求人倍率が 24年ぶりに 1.2

倍を超える高い水準となったことから、就職しやすいうちに希望の企業に就職してしまい

たいという気持ちが進学率に影響したものと考えられる。大学院への進学意欲は潜在的に

高いが、社会的背景によって大きく左右される。 

（２）就職状況 

 表 30 は過去 6 年間の就職率の推移である。平成 26 年度の就職率は若干低下したが、そ

れ以外は 95%前後と高い水準になっている。なお、平成 26 年度の進路決定率は過去 6年間

の中で高めの値であり、就職率は低下したが進路決定状況は良好である。平成 27 年度の県

内就職率を平成 22年度と比較すると、明らかに増加傾向が認められる。これは、学生の地

元志向が強まってきていることと、定期的に学内で開催されている岩手県内企業説明懇談

会等の効果によるものと考えられる。 

 過去 6 年間の就職先割合の推移をまとめたのが表 31である。建設業、製造業、情報通信

業の分野に 4～5 割の学生が就職している。建設業への就職割合は平成 24年以降減少傾向

にある。一方、製造業への就職割合は平成 26 年度まで減少傾向であったが平成 27 年度に

増加に転じた。その理由として、製造業の景気が上向いたことで求人倍率が増えたことが

考えられる。情報通信業への就職割合はほぼ単調に増加している。公務員への就職割合は

平成 25 年まで増加し、その後はほぼ一定の割合で推移している。 

 また、高等学校教員採用試験に合格して教職に就いた卒業生は表 32 の通りである。  

  

 

 

 

表 29 過去 6年間の進学、就職者数 

年度 卒業者数 進学者数（進学率:%） 就職者数 その他 

平成 22 年度 448 235 (52.5%) 173 40 

平成 23 年度 458 189 (41.3%) 244 25 

平成 24 年度 418 164 (39.2%) 213 41 

平成 25 年度 431 207 (48.0%) 177 47 

平成 26 年度 415 221 (53.3%) 166 28 

平成 27 年度 430 187 (43.5%) 212 31 

＜注＞ 表中の進学率は、進学者数を卒業者数で割った値である。 
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表 32 過去 6年間の高等学校教員採用の実績 

  H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 計（学科別） 

応用化学科       1 (0)    

 

1 (0) 

材料物性工学科 1 (1)   1 (1)      

 

2 (2) 

電気電子工学科     1 (0)      

 

1 (0) 

応用化学・生命工学科         1 (1)  2 (2) 3 (3) 

ﾏﾃﾘｱﾙ工学科       1 (0)   1 (1) 

 

2 (1) 

電気電子・情報ｼｽﾃﾑ工学科       2 (2)    

 

2 (2) 

計（年度別） 1 (1) 0 2 (1) 4 (2) 1 (1) 1 (1) 2 (2) 11 (8) 

＜注＞ （ ）内の数字は岩手県内の教員になった人数 

      
大学ポートレート 岩手大学工学部 進路 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/graduation-employment/0128/1G01/01/ 

 

（３）「理工学部卒業生採用の可能性」調査をふまえた産業界からの期待度について 

 平成 28年 4月からの理工学部への改組に先立ち、本学部に対する社会の期待度を測るた

めに平成27年秋に県内および全国の企業合計187社へのアンケートを実施した。その結果、

「理工学部卒業生採用の可能性」については 57％の企業が「積極的に採用したい」、21％

の企業が「できれば採用したい」との回答があり、合計 79％の企業が本学部学生の採用に

前向きである。この結果は現在の工学部が産業界からの期待に応えていることの信頼の証

しであり、さらに今後改組により生まれる理工学部への期待度の高さの現れと考えられる。 

 

表 30 過去 6年間の就職率等 

年度 

就職 

希望者 

就職 

決定者 

就職率% 

進路 

決定率 

県内 

就職者 

県内 

就職率 

平成 22 年度 183 173 94.5% 91.1% 44 25.4% 

平成 23 年度 258 244 94.6% 94.5% 70 28.7% 

平成 24 年度 222 213 95.9% 90.2% 57 26.8% 

平成 25 年度 185 177 95.7% 89.1% 67 37.9% 

平成 26 年度 180 166 92.2% 93.3% 53 31.9% 

平成 27 年度 218 212 97.2% 92.8% 71 33.5% 

＜注＞ 表中の進路決定率は、進学者数と就職者数の合計を卒業者数で割った値である。 

 

表 31 過去 6年間の就職先割合 

年度 建設業 製造業 情報通信業 公務員 その他 計 

平成 22 年度 12.7% 40.5% 8.1% 12.7% 26.0% 100.0% 

平成 23 年度 11.5% 37.3% 13.1% 13.9% 24.2% 100.0% 

平成 24 年度 15.5% 29.1% 11.3% 19.7% 24.4% 100.0% 

平成 25 年度 10.2% 27.7% 14.1% 23.7% 24.3% 100.0% 

平成 26 年度 10.8% 25.9% 15.1% 22.3% 25.9% 100.0% 

平成 27 年度 6.6% 31.6% 21.2% 21.7% 18.9% 100.0% 
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 出典：岩手大学理工学部設置計画に係る補正計画書（一部補正後の抜粋）、第 9章「学生

の確保の見通し等を記載した書類」添付資料 15 

 

 (水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 

 大学院進学率は 50%前後であり、工学系の地方国立大学としてはかなり高い。勉学意欲

を高揚させる教育が学士課程で実現できていると判断する。就職率は 95%前後であり、高

い水準にある。さまざまな就職支援が功を奏していると判断できる。県内就職率も増加傾

向にあり、就職先の分野も含め地域社会や地元企業の期待に応えだしている。就職率の高

さは工学部卒業生の能力が社会から高く評価されている結果であり、全国からの求人も多

い。「理工学部卒業生採用の可能性」調査結果も、これまでの工学部教育が産業界からの期

待に応えていることを示している。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

（１） 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

①岩手大学の COC 事業の一環としての被災地研修 

 平成 26年度より工学部全学科の１年次学生の「基礎ゼミナール」の中で震災復興に関す

る学修の一環として被災地研修を実施している。報告会における学生達の発表の中では被

災地の現状を知り今後の対策を考える機会として有意義であったとの声が多く聞かれる

（前掲 表９「工学部の基礎ゼミナールにおける被災地研修の実施状況」）。この被災地

研修は岩手大学工学部の特徴ある取り組みに発展しており、被災地の市町村や地元企業等

からも歓迎されている。復興支援教育として他大学へのモデルにもなろう。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

①過年度者数の減少と留年率の低下 

工学部（学士課程）における過年度者数の減少と留年率の状況について、第 1 期中期目

標期間開始前後と比べ、第２期中期目標期間の低下は顕著である（5-20 頁）。このことは、

カリキュラム・ポリシーに沿った魅力ある教育プログラムの構築、カリキュラムマップと

履修モデルの提示、ICT を活用した教育体制の整備、入学前教育の充実、きめ細かい学修

支援、などの教育支援の工夫や改善の取り組みが適正に実施され、反映されたものである。

このことは、教育内容・方法の質の向上が、学業の成果（過年度者数の減少と留年率の低

下）として現れたものと判断する。 
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Ⅰ 工学研究科の教育目的と特徴 
 

１．教育目的：工学研究科は、持続可能な社会発展のための工学体系をｿﾌﾄﾊﾟｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

と名付け、その構築と実践及び知識基盤社会の発展をめざし、高度な専門知識、高い倫理

性、課題発見・解決能力などを修得させ、最先端科学技術の発展や産業の活性化に貢献す

る国際性豊かで創造性・適応性のある研究者や高度専門職業人を養成することを目的とす

る。 

（岩手大学大学院工学研究科規則第 2条 

http://www.iwate-u.ac.jp/jouhou/kisoku/kyoiku/kougaku_kenkyu_kisoku.pdf 

  

２．教育の特徴 

（１）教育の実施体制 

持続可能な社会の建設や最先端科学技術の発展に寄与できる研究者や高度専門技術者の

養成を目指し、博士前期課程は７専攻、博士後期課程は４専攻を設置し、社会のニーズに

応えながら、教育目的に適切な教育組織・指導体制を整備している。 

特徴ある教育を実施する課程として前期課程にデザイン・メディア工学専攻があり、諸

外国から多くの留学生を受け入れている。後期課程のフロンティア物質機能工学専攻を設

置し、分野融合型教育を拡充している。また、工学研究科全体で多くの社会人や留学生を

受け入れており、大学のグローバル化や、大学での学び直しなど、社会からの要請にも応

えている。学生の経済的支援も、RA・TA制度、博士課程研究遂行協力員制度、学術研究員

制度等を通じて、手厚く行っている。授業実施報告、授業評価アンケート、修了時アンケ

ートなど、学生の意見を聴取して授業改善つなげるPDCA体制も整備充実し、機能している。 

 

（２）特徴ある教育の取り組み 

 社会に貢献出来る人材の養成を目的とし、「ｿﾌﾄﾊﾟｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ特論」、「科学技術英語特論」、

「倫理」、「技術経営学特論」、「MOT科目」、「国際ビジネス特論」、「研究機関や企業へのイン

ターンシップ」など、特徴ある研究科共通科目群を開講している。また、弘前大学、八戸

高専、一関高専と共に四校学術交流会を開催し、研究発表を通じてお互いに切磋琢磨する

機会を設けている。この他、「被災地に学ぶ地域再生研修」を開催し、被災地の現状を知り、

自身の研究を被災地復興や広く地域の再生に生かす方策を考える機会を設けている。 

 

（３）グローバル人材の育成に向けた教育環境の整備 

工学研究科では、グローバル人材の育成に向け、カナダのサスカチュワン大学への研究

インターンシップ、さくらサイエンスプラン等によるアジアの学生を招聘しての学生交流、

韓国のハンバット大学校とのPBLの実施、海外協定校への留学者の派遣など、グローバルな

教育環境の整備に取り組んでいる。また、外国人学生の受け入れのために、外国人特別選

抜や入試要項の英語併記等も行っており、全入学者のうち、外国人学生の比率は、博士前

期課程では５%、博士後期課程では31%となっている。 

 

[想定する関係者とその期待] 

 工学研究科は、学生、産業界・工業界、政府機関、岩手県等の自治体から教育の効果や

人材輩出に関して大きな期待が寄せられている。 

 学生からは質の高い教育や高度な研究を通して、本人の希望に即した就職への展望が望

まれている。産業界・工業界、政府機関、岩手県等の自治体からは、学位授与方針に沿っ

た能力を有し、地域をリードし、世界の技術革新や産業の活性化に貢献できる優秀な人材

の供給を強く期待されている。 

  

http://www.iwate-u.ac.jp/jouhou/kisoku/kyoiku/kougaku_kenkyu_kisoku.pdf
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

１．組織 

 岩手大学工学研究科は、前期２年の課程及び後期３年の課程に区分する博士課程を設置

し、他学際領域・境界領域の教育研究にも対応できる柔軟で機能的な教育システムにより、

「創造性豊かで適応力があり、国際的に通用する高度専門技術者や研究者の育成」を目指

している。 

 博士前期課程は７専攻、博士後期課程は４専攻を設置している（表１）。特徴ある教育

を実施する課程としてデザイン・メディア工学専攻があり、諸外国から多くの留学生を受

け入れている。後期課程では、応用化学・生命工学専攻及びフロンティア材料機能工学専

攻を一体化したフロンティア物質機能工学専攻を設置し、分野融合型教育を拡充している。 

 

表１ 工学研究科の組織（http://www.eng.iwate-u.ac.jp/jp/graduate/index.html） 

区分 専攻 

博士前期課程 

応用化学・生命工学 

フロンティア材料機能工学 

電気電子・情報システム工学 

機械システム工学 

社会環境工学 

金型・鋳造工学 

デザイン・メディア工学 

博士後期課程 

フロンティア物質機能工学 

電気電子・情報システム工学 

機械・社会環境システム工学 

デザイン・メディア工学 

 

 工学部附属融合化ものづくり研究センターの金型、鋳造、複合デバイスの各分野では、

高度技術者育成の一環として「岩手マイスター」の育成を行っており、工学研究科の所定

のカリキュラムを履修することにより、「岩手マイスター補」の資格を授与している（※）。 

 

大学ポートレート：岩手大学大学院工学研究科博士前期課程 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-program/0128/2G01/02/ 

大学ポートレート：岩手大学大学院工学研究科博士後期課程  

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-program/0128/4G01/02/ 

岩手大学大学院工学研究科 理工学部 

http://www.iwate-u.ac.jp/college/eng.shtml 

 

※ 中期計画３－２－２－１ 

「大学の知的資産を活用し、社会人への高度な実践教育を推進する。」 

 

 

２．教員の配置 

 岩手大学は教員の一元的所属組織として制度をとっており、専任教員は、それぞれの研

究領域や専門業務領域に基づいて「学系」に所属し、併せて、各学部、研究科に配属され、

教育研究活動を担当する。工学研究科を担当する教員は、物質機能・エネルギー科学系、

システム理工学系、環境科学系、基礎自然科学系 、芸術・スポーツ学系、全学施設系に所

http://www.eng.iwate-u.ac.jp/jp/graduate/index.html
http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-program/0128/2G01/02/
http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-program/0128/4G01/02/
http://www.iwate-u.ac.jp/college/eng.shtml
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属する。なお、前期課程と後期課程では、専攻の名称が異なり、担当する教員の編成も異

なっている（表２）。 

 

 

表２ 前期課程・後期課程における教員の担当 

前期課程 後期課程 

応用化学・生命工学専攻（応用化学分野） 

フロンティア物質機能工学専攻 フロンティア材料機能工学専攻 

金型・鋳造専攻（鋳造分野） 

応用化学・生命工学専攻（生命工学分野） 連合農学研究科 

電気電子・情報システム工学専攻 電気電子・情報システム工学専攻 

デザイン・メディア工学専攻 デザイン・メディア工学専攻 

機械システム工学専攻 
機械・社会環境システム工学専攻 

社会環境工学専攻 

 

 教員配置数（表３と４）は、いずれの専攻においても、大学院設置基準第９条等で定め

る教員数を上回っている。在籍者ベースでの教員１人当たりの学生数は、専攻によって異

なるが1.1人から4.9人である（表５）。必修科目や研究指導などの主要な授業科目には専

任の教授又は准教授を配置し、また教員の構成も特定の範囲の年齢に著しく偏っていない

など、大学院設置基準第８条の規定に適合している。毎年20名程度の学外非常勤講師にも

授業担当を依頼し、カリキュラムの充実をはかっている(表６)。  

 

表３ 博士前期課程の教員配置数（平成 27年４月現在） 

専攻 現員 教授 准教授 講師 助教 

応用化学・生命工学専攻 19 7 7 0 5 

フロンティア材料機能工学専攻 23 10 7 0 6 

電気電子・情報システム工学専攻 26 8 10 1 7 

機械システム工学専攻 18 4 7 0 7 

社会環境工学専攻 18 6 7 0 5 

デザイン・メディア工学専攻 8 3 4 0 1 

金型・鋳造工学専攻 8 3 4 0 1 

計 120 41 46 1 32 

 

表４ 博士後期課程の教員配置数（平成 27年４月現在） 

専攻 現員 教授 准教授 講師 助教 

フロンティア物質機能工学専攻 46 19 16 0 11 

電気電子・情報システム工学専攻 26 8 10 1 7 

機械・社会環境システム工学専攻 40 11 16 0 13 

デザイン・メディア工学専攻 8 3 4 0 1 

計 120 41 46 1 32 
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表５ 在籍者ベースでの教員１人当たりの学生数 

    H22 H23 H24 H25 H26 H27 

応用化学・生命工学専攻 

入学者数 31 31 33 28 28 39 

在籍者数(a) 31 62 64 61 56 67 

教員数(b) 22 21 21 21 21 19 

比率(a/b) 1.4 3.0 3.0 2.9 2.7 3.5 

フロンティア材料機能

工学専攻 

入学者数 33 37 37 27 28 40 

在籍者数(a) 33 70 74 64 55 68 

教員数(b) 24 24 23 22 23 23 

比率(a/b) 1.4 2.9 3.2 2.9 2.4 3.0 

電気電子・情報システム

工学専攻 

入学者数 39 44 33 36 44 54 

在籍者数(a) 39 83 77 69 80 98 

教員数(b) 28 30 30 25 23 26 

比率(a/b) 1.4 2.8 2.6 2.8 3.5 3.8 

機械システム工学専攻 

入学者数 39 44 33 27 44 44 

在籍者数(a) 39 83 77 60 71 88 

教員数(b) 20 21 19 20 20 18 

比率(a/b) 2.0 4.0 4.1 3.0 3.6 4.9 

社会環境工学専攻 

入学者数 18 26 10 14 18 18 

在籍者数(a) 18 44 36 24 32 36 

教員数(b) 17 18 19 19 18 18 

比率(a/b) 1.1 2.4 1.9 1.3 1.8 2.0 

デザイン・メディア工学

専攻 

入学者数 20 20 13 16 20 18 

在籍者数(a) 20 40 33 29 36 38 

教員数(b) 9 8 9 8 8 8 

比率(a/b) 2.2 5.0 3.7 3.6 4.5 4.8 

金型・鋳造工学専攻 

入学者数 16 16 13 20 14 16 

在籍者数(a) 16 32 29 33 34 30 

教員数(b) 9 8 8 8 9 8 

比率(a/b) 1.8 4.0 3.6 4.1 3.8 3.8 

 

表６ 非常勤講師採用数 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 

16 22 20 21 19 22 

 

大学ポートレート 岩手大学 工学研究科（前期課程）教員 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-staff/0128/2G01/02/ 

大学ポートレート 岩手大学 工学研究科（後期課程）教員 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-staff/0128/4G01/02/ 

 

３．入学者の受入 

 工学研究科では、前期課程・後期課程それぞれにアドミッションポリシーを定め、一般

入試、推薦入試、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜、留学生のための海外出願制度

等の多様な入学試験を実施し、入試毎に定められた資質・能力を有する多様な人材を入学

させている。また、海外入学者の積極的受け入れのため、募集要項は英語を併記し、さら

に、４月に加えて10月の入学時期を設定している（※）。このように、国際性の向上と産

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-staff/0128/2G01/02/
http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/academic-staff/0128/4G01/02/
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業界への貢献を意識した入学者受け入れに努めた結果、入学者の構成は、博士前期課程で

は外国人が５%、社会人が１%、博士後期課程では外国人が31%、社会人が43%となっている。 

  

※中期計画１－１－３－１ 

「秋季入学を実施する研究科を増やし、留学生・社会人を積極的に受け入れる。」 

 

大学ポートレート 岩手大学 工学研究科（前期課程） 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/admissions/0128/2G01/02/ 

大学ポートレート 岩手大学 工学研究科（後期課程） 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/admissions/0128/4G01/02/ 

岩手大学HP 大学院の入試 

http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/nyushi_jyoho/daigakuin_nyushi.html 

 

 工学研究科博士前期課程の入学定員は165名であり、第２期中期目標期間の博士前期課程

の入学者は平成25年度を除き入学定員の 1.1～1.5 倍と定員を上回っている（表７）。こ

うした措置の背景には、学部卒業生よりも大学院を修了した高度専門職業人を求める社会

的ニーズに対応していることによる。 

 

表７ 博士前期課程の入学者の状況 

入学年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 内外国人入学者 

平成 22 年度 165 323 317 229 210 （13） 

平成 23 年度 165 331 326 256 239 （8） 

平成 24 年度 165 246 240 191 185 （5） 

平成 25 年度 165 237 234 171 168 （10） 

平成 26 年度 165 289 283 224 217 （15） 

平成 27 年度 165 282 275 237 229 （10） 

 

表８ 博士後期課程の入学者の状況 

入学年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 内外国人入学者 

平成 22 年度 20 17 17 17 17 （8） 

平成 23 年度 20 16 16 16 14 （1） 

平成 24 年度 20 24 24 24 23 （6） 

平成 25 年度 20 15 15 13 12 （3） 

平成 26 年度 20 19 19 19 19 （8） 

平成 27 年度 20 16 16 15 15 （5） 

 

 第２期中期目標期間における博士後期課程の入学実績は入学定員の0.60～0.96倍となっ

ており（表８）、定員を満たせない状況が続いているが、博士課程への進学率向上のため、

博士課程在学生への様々な経済的支援の充実を図っている。経済的支援策として、ＲＡ制

度、研究遂行協力員制度及び長期履修制度に加え、工学研究科で創設した学術研究員雇用

支援制度による経済的負担の軽減も行っている。 

 博士課程への外国人留学生の受け入れにも努力しており、さくらサイエンスプランによ

る海外協定校からの留学生受け入れや、協定校へ出向いての留学説明会の実施など、学術

交流協定に基づく連携を強化している。また、英語版のホームページ、パンフレット、入

学案内及び募集要項を準備している。 

 

工学研究科への入学・進学のすすめ

http://www.eng.iwate-u.ac.jp/jp/graduate/susume.html 

留学生の声 http://www.eng.iwate-u.ac.jp/jp/abroad/ 

http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/admissions/0128/2G01/02/
http://top.univ-info.niad.ac.jp/faculty/admissions/0128/4G01/02/
http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/nyushi_jyoho/daigakuin_nyushi.html
http://www.eng.iwate-u.ac.jp/jp/graduate/susume.html
http://www.eng.iwate-u.ac.jp/jp/abroad/
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「博士課程進学情報サイト」 http://www.global.eng.iwate-u.ac.jp/doctor/ 

※ このサイトでは、博士課程進学のための奨学金や修了後の就職、社会の中での地位や期待などを先

輩の経験と声を折交えて、博士課程進学に関するさまざまな情報を提供している。 

 

 

４．研究指導及び学位論文作成の指導体制 

 工学研究科での研究指導や学位論文に関わる指導教員の資格は、大学院学則、工学研究

科規則において定め、教員資格審査委員会において資格を認定している。また、研究指導

の仕組みは、該当規則、申し合わせ等において教育課程の履修、指導教員、学位授与資格、

学位授与の要件なども明確に規定して運用されている。博士後期課程については、大学院

履修要項を配布し、研究指導及び学位論文作成の指導体制について学生に周知している。

研究指導では、主任指導教員の他に多面的な見方からのチーム的指導も行う目的で副主任

指導教員を配置している。さらに、多様な分野の教員からの指導や助言を確保するために、

研究会やセミナー等の機会も活用されている。 

 

５．修了要件 

 工学研究科の修了要件は工学研究科規則第９条〜第11 条及び工学研究科博士学位審査

取扱規則並びに学位授与方針に規定され、学位論文は学位論文審査基準に基づいて審査さ

れている。なお、論文博士の学位授与要件として学術論文３編を査読付き学術雑誌に掲載

されることを条件としている（表９）。各専攻の定める基準を満たす者には早期修了の制

度も用意している。博士後期課程においては、１年の在学で修了する者は学術論文２編、

２年で修了する者は学術論文３編の査読付き学術雑誌への掲載を条件としている。博士後

期課程における早期修了者数は、教育の成果の項の表16に示す。博士前期課程については、

これまで早期修了者はいない。 

 

学位授与の方針 

工学研究科博士前期課程

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/di_policy/eng_grad_m.shtml  

工学研究科博士後期課程  

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/di_policy/eng_grad_d.shtml  

工学研究科学位論文審査基準（修士学位論文・博士学位論文） 

http://www.iwate-u.ac.jp/kyoikujoho/file/ronbun_kijun_eng.pdf 

 

表９ 博士前期課程、博士後期課程の修了要件 

区分 修得単位数 学位論文審査 学術論文または学会発表 

博士前期課程 30 

学位論文を提出し、論文審

査基準に従う審査を経て、

最終試験合格すること。 

学術論文の掲載は義務づけら

れていないが、学会発表を修了

要件としている専攻もある。 

博士後期課程 11 

学位論文を提出し、論文審

査基準に従う審査を経て、

最終試験合格すること。 

１編の主著者として査読付き

学術論文を学術雑誌に掲載 

出典：岩手大学学位規則、岩手大学大学院工学研究科博士学位審査取扱規則 

  

６．博士論文の公表 

 工学研究科博士後期課程においては、博士論文のインターネット公表を平成 26年度から

実施している（http://ir.iwate-u.ac.jp/dspace/handle/10140/4238）。知的財産権や学術

雑誌の掲載条件など、公開する場合は論文の要約を掲載する。公開の猶予期間は２年であ

り、猶予期間終了前に期間の延長の申請がない場合は、論文は公開される。なお、公開に

伴い、内容に関するクレーム等があった場合は、本学図書館が窓口となり、工学研究科長、

http://www.global.eng.iwate-u.ac.jp/doctor/
http://www.iwate-u.ac.jp/policy/di_policy/eng_grad_m.shtml
http://www.iwate-u.ac.jp/policy/di_policy/eng_grad_d.shtml
http://www.iwate-u.ac.jp/kyoikujoho/file/ronbun_kijun_eng.pdf
http://www.iwate-u.ac.jp/kyoikujoho/file/ronbun_kijun_eng.pdf
http://ir.iwate-u.ac.jp/dspace/handle/10140/4238
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当該論文の主査、本人に連絡し、当該論文の審査委員会が対応することとしている（別添

資料１）。 

 

別添資料１ 岩手大学博士論文のインターネット公表に関する規則等 

 

７．教育の改善に向けて取り組む体制 

 大学院教育の改善を検討する組織として、工学研究科教務委員会が設置されている。研

究科教務委員会は、大学院 FD を企画・実施し、また、教育及び研究内容の検討と向上の

ため、各教員からの授業実施報告（毎年実施）、学生による授業評価のアンケート（隔年

実施）、修了生へのアンケート調査を実施している（別添資料２）。これらを通じて、大

学院教育のカリキュラムの改善や向上を図り、その結果を公開している。同委員会には、

大学院教育のカリキュラムの改善を検討する「大学院教育実質化ワーキンググループ(WG)」

と授業や中期目標の評価に取り組む「評価 WG」も設置し、月１回の頻度で委員会を開催し

ている。 

 学生による授業評価アンケートについては、平成24年度からは、それ以前のアンケート

よりも質問項目を大幅に増やし、授業における問題点が教員側、学生側のいずれにあるの

かを分かるようにした。例えば、教室外学修について、学生側にどれくらいの時間を充て

ているのかを質問する一方で、教員からのレポート等の教室外学修の働きかけがあったの

かを質問し、教室外学修の実態把握に努めた。また、学生の意見を授業出席回数ごとにバ

ーグラフで表示し、出席回数の高い学生の意見か、低い学生の意見か、問題点と出席回数

の相関が分かるような工夫を行っている。 

 FD 活動については、本学教育推進機構が企画・実施しているFD研修会に参加することに

より、課題設定・研究計画・研究方法及び論文作成などの指導に活かしている。この他、

教育の改善に資するために、工学研究科長と学生との懇談会の開催を通じて意見の収集を

行っている。この懇談会での学生の意見から、大学院のインターンシップ、海外への研究

インターシップ派遣、講義室のエアコン設置、休日のエレベータ稼働などが実現した。 

 

別添資料２ 工学研究科修了時アンケート（集計結果） 

 

(水準) 期待される水準にある 

(判断理由)  

 工学研究科では、持続可能な社会の建設や最先端科学技術の発展に寄与できる研究者や

高度専門技術者の養成を目指し、教育目的や社会のニーズに合った教育組織・指導体制を

整備してきた。 

 博士前期課程の入学者については十分確保されている。博士後期課程の入学者数は満た

されていないが、入学者の確保に努めている。博士課程学生の経済的支援も手厚く行って

いる。博士後期課程においては多くの社会人や留学生を受け入れており、大学のグローバ

ル化や大学での学び直しなど社会からの要請に応えている。授業実施報告、授業評価アン

ケート、修了時アンケートを実施し、それらの結果を授業改善に反映させる体制も整備・

機能している。 

 以上のことから、本研究科の教育実施体制は学生や社会の期待に応えていると判断する。 

 

 

観点 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

１．修了要件と学位 

 博士前期課程での学修は、各専攻の専門授業科目と研究科共通科目を履修し、指導教員

の指導の下で研究を行う。修了単位数は、必修科目12単位、選択18単位の計30単位である。

授業科目は、専攻に関わらず必要となる基礎的、汎用的な力を身につける共通科目として、

研究マネジメント論、ベンチャー企業論、知的財産権特論、国際ビジネス特論、科学技術
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英語特論、等の研究科共通科目を開講している。学生は、修士号取得に向けてこれら授業

科目群を体系的に履修し、更に自己の所属する専攻が定める必修科目を履修する。 

 博士後期課程では、修了に必要な単位数は、必修科目３単位、選択科目８単位の計11単

位であり、主任指導教員の下で博士論文作成に向けた研究を進めていく。 

 工学研究科の課程を修了し、学位論文を提出し、所定の審査を経て、前期課程にあって

は修士（工学）、後期課程にあっては博士（工学）の学位が授与される。デザイン・メデ

ィア工学専攻では、これらの学位か、または、修士（芸術工学）若しくは博士（芸術工学）

の学位が授与される（前掲「学位授与の方針」、「学位論文審査基準」）。 

 

２．教育課程の編成の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 工学研究科では、専攻毎に定めている学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏ま

え、教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）も定めている。ここでは、学生およ

び学生の就職先である産業界・工業界・自治体等の要望にも応えるべく、「専攻に関わら

ず必要となる基礎的、汎用的な力を身につけるための共通科目を整備している。」「各専

攻では、各分野を学ぶための基礎的な力を身につけるための基幹科目と、より専門的な内

容を学び、実践的な力を身につけるための展開科目による教育課程を整備し、これらの体

系的な履修を促している。」と教育課程編成の考えを明示し、岩手大学ホームページで公

開している。 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）（前掲） 

教育課程の編成の方針（カリキュラム・ポリシー） 

岩手大学 博士前期課程 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/cu_policy/eng_grad_m.shtml 

岩手大学 博士後期課程 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/cu_policy/eng_grad_d.shtml 

 

３．学位授与の方針を達成するための授業科目の配置 

各コースで行われている教育を補完し、学位授与の方針を満たす人材の育成のために、

工学研究科共通開講科目を開講している。ここでは、俯瞰力や倫理感の醸成などの能力を

付与する科目、工学者として社会との関わりを考える科目、さらにグローバル人材として

の資質を身に付けるための科目、などを配置している。これらは、博士前期課程と後期課

程の共通科目として開講されている（表 10）。博士前期課程でも、社会の多様なニーズ等

を反映した授業科目の配置や、特色ある教育プログラムを実施する専攻もある（表 11）。 

 

表10 研究科共通科目とその履修者数 

科目名 H22 H23 H24 H25 H26 H27 備考 

工業倫理特論 8 - 7 - 7 - 隔年開講 

ベンチャー企業論 60 21 23 23 16 16   

国際ビジネス論 - - - 9 - - H24 から開講 隔年開講 

技術経営学特論 - - 45 20 39 23 H24 から開講 

地域振興論 - - - 8 - - H24 から開講 隔年開講 

ｿﾌﾄﾊﾟｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ特論 52 48 75 63 72 81   

科学英語特論Ⅰ 26 27 5 5 4 18 H22 から開講 

科学英語特論Ⅱ 28 17 7 4 10 4 H22 から開講 

インターンシップ - - - 7 7 9 H25 から開講 

知的財産権特論 62 - - - - - H22 まで開講 

研究マネジメント論 27 34 - - - - H23 まで開講 

工業デザイン特論 - 30 - - - - H23 まで開講 隔年開講 

実践品質管理 30 19 - - - - H23 まで開講 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/cu_policy/eng_grad_m.shtml
http://www.iwate-u.ac.jp/policy/cu_policy/eng_grad_d.shtml


岩手大学工学研究科 分析項目Ⅰ 

－6-10－ 

表 11 博士前期課程における多様なニーズ等を反映した授業科目・教育プログラム 

専攻 授業科目や教育プログラム 特色や反映するニーズ 

フロンティア

材料機能工学

専攻 

 

「ナノ材料工学特論」、「ソフ

トエネルギーパス特論」、「環

境安全科学特論」の３つの異な

る分野の科目を開講し、その内

２つを選択必修。 

分野融合型教育を目指し、研究の学際

性を重んじることを方針とする。 

電気電子・情報

システム工学

専攻 

ENPIT というプログラムに参加

するインターンシップを実施。 

このプログラムには国内の多くの大

学が参加し、他大学の学生と共同で、

合宿形式で電子機器やプログラムの

開発を行い、ネット等により数ヶ月に

渡り共同作業を行った後に報告会を

行う。 

社会環境工学

専攻 

オムニバス形式による「社会環

境工学特論」の開講 

学士課程で学んだ建設、防災、環境及

び福祉住居に関連する知識をさらに

発展・統合するための基礎として、工

学の諸分野と社会環境工学との関わ

りを理解させるとともに、種々の問題

についてディスカッションを通して

課題の探求能力を深め、その解決手法

を学修させる。 

デザイン・メデ

ィア工学専攻 

「プロジェクト演習」での問題

解決型の講義・演習 

 

 

 

 

「デザイン・メディア工学総論」 

参加者の専門分野を理解し協働しな

がら問題を解決する方法を経験する。

これによりコミュニケーション能力

向上やプロジェクト管理能力を育成

する。 

 

デザイン工学分野かメディア工学分

野のいずれかを主な専門分野とする

者に対し、もう一方の専門分野の者と

のコミュニケーション能力を育成す

るために、相手方の専門分野に対する

知識を身に付けさせ、展開科目へ誘導

する基幹科目。 

金型・鋳造工学

専攻 

長期インターンシップ 長期間企業に滞在(６ヶ月)し、企業の

経営者・技術者と一緒に課題の探求と

解決に取り組む。この６ヶ月間で得ら

れた実験データ、解析結果について

は、工学的アプローチを行い、修士論

文にまとめていく。 

   

   

４．特色ある教育の取組 

 工学研究科における教育の目的を踏まえ、「インターンシップ」、「ｿﾌﾄﾊﾟｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

特論」、「４校学術交流会」、「サスカチュワン大学への研究インターンシップ」、「ハ

ンバット大学校との学生交流」、「さくらサイエンスプランにおける学生交流」、「被災

地に学ぶ地域再生研修」等、特色のある教育に取り組んでいる（表12、表13）。 

この他にも、学生をTAおよびRAとして採用し、ここで実験補助などの業務を行うことを

通して、学生実験を構成する科学技術の基本法則を学ぶ機会を提供し、教育力や研究力の

向上に繋がっている。 
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表12 特色ある取組の具体例 

項目 取り組み内容 

インターンシップ 平成24年度から研究科共通科目として「インターンシップ」を設置。

学生からの履修申告に対して、大学院教務委員会で、カリキュラムチ

ェックを行い、終了後は学生からの報告書、インターシップ先からの

評価、指導教員の評価と、インターシップ報告会を開催し、大学院教

務委員の評価を合わせて、単位と評価の認定を行っている。サスカチ

ュワン大学への研究インターンシップもこの科目として単位が付与さ

れている。 

ｿﾌﾄﾊﾟｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

特論 

この科目は、工学研究科が掲げた「ｿﾌﾄﾊﾟｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞというテーマの

下に、オムニバス形式による研究科共通科目として、エネルギー、環

境、安全・安心、社会・情報の分野における最新の研究成果に基づき、

ソフトパス工学の理念と手法を教授する。授業を担当する教員は、「ザ

ゼンソウ研究を通した自然から学ぶ工学」、「最先端の資源リサイク

ル技術」、「東日本大震災の解析を通した津波防災」など、自身の最

先端研究の紹介しながらその研究の社会との繋がりを伝え、学生に、

社会的な課題を俯瞰的に見る力を身に付けさせている。 

４校学術交流会 若手教員と学生の交流を目的として、平成 24年度から、弘前大学、八

戸工業高等専門学校、一関工業高等専門学校との学術交流協定に基づ

き、毎年、開催されている。この会では、各校の若手教員１名と大学

院生（高専にあっては専攻科学生）約７名（計 30名）に口頭発表とポ

スター発表の機会を設け、各校の学部長、研究科長、校長や参加教員

との質疑応答を行う。優秀な学生の発表には表彰状と記念品を授与す

る。平成 27 年度からは英語発表の部門を設けた。 

http://www.cjr.hirosaki-u.ac.jp/2012/06/20/平成 24年度 4校学術

交流会-2/ 

http://www.hachinohe-ct.ac.jp/~centers/techno/k_gakujyutu.html 

サスカチュワン大

学への研究インタ

ーンシップ 

平成25年度から、毎年、５名程度の学生をカナダ・サスカチュワン大

学に研究インターンシップとして派遣している。派遣生は、英語の能

力や学業成績等で選抜される。３月の報告会において、研修成果が報

告されている。 

ハンバット大学校

との学生交流 

平成26年11月は本学学生が韓国に訪問し、自身の研究の発表や学生の

交流を行った。平成27年度には、ハンバット大学校の学生12人が本学

を訪問し、本学学生と共に被災地復興をテーマとした課題解決型学習

（PBL）を行った。参加学生からは大きな反響があった。 

さくらサイエンス

プランにおける学

生交流 

 平成26年度からJSTのプログラムである「さくらサイエンスプラン」

が２年連続で採択となり、アジアの学生と本学学生との交流を行って

いる。平成26年度はアジアの５カ国７大学から14名（中国４名、モン

ゴル２名、韓国４名、タイ２名、マレーシア２名）が来学し、アジア

ものづくり人材育成プログラムとして本学学生と交流した。平成27年

度は、２カ国４大学から８名（中国６名、タイ２名）が来学し、本学

学生と被災地学修を含むミニPBLを行った。 

被災地に学ぶ地域

再生研修 

 平成25年度から実施している大学院版の被災地学修。被災地の状況

を視察するだけではなく、自身の研究が被災地の復興にどのように役

立たせるかを考える手がかりを得ることや、震災によって加速した過

疎化や少子高齢化の問題を被災地でくみ取り、今後予想されるこれら

の問題をさまざまな場所で解決する人材の育成を目的とする。 

 

 

 

http://www.cjr.hirosaki-u.ac.jp/2012/06/20/平成24年度4校学術交流会-2/
http://www.cjr.hirosaki-u.ac.jp/2012/06/20/平成24年度4校学術交流会-2/
http://www.hachinohe-ct.ac.jp/~centers/techno/k_gakujyutu.html
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表13 特色ある教育の取組への参加大学院学生数 

 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

４校学術交流会 7 5 7 8 

被災地に学ぶ地域再生研修 --- 5 10 10 

サスカチュワン大学への 

研究インターンシップ 
--- 6 5 2 

ハンバット大学校との学生交流 --- --- 11 25 

さくらサイエンスプランにおけ

る学生交流 
--- --- 16 14 

 

 

５．成績評価の実施状況 

 教員からの授業実施報告によると、授業実施時間については、概ね 15回 30 時間の実施

が定着しており、また、成績評価形態については、ほとんどの専攻が期末試験、レポート、

試験とレポートの組み合わせが大半を占め、一部においてプレゼンテーションを加味する

ケースやものづくりを課すなど、多面的に成績評価が行われている（別添資料３）。 

 

別添資料３ 授業実施報告(H23,24,25 年度） 

 

６．授業に対する学生の評価 

 工学研究科の教育の内容と方法について、学生による授業評価アンケート（前掲 6-8 頁

参照）の中の関係する項目、「授業の進め方や内容」「教員の話し方や環境作り」について

は、いずれのカテゴリーも５点満点中４点前後の肯定的評点であり、大学院授業が総じて

学生に高く評価されている（別添資料４）。専攻別では、デザイン・メディア工学専攻と金

型・鋳造工学専攻は、全般的に授業評価に対する評価が高い。この理由として、講義の受

講人数との関連、また、演習・実習を取り入れている科目や課題解決を行う PBL 科目など、

学生から高い評価を得る多様な講義形態の実施などが考えられる。このことは、研究科全

体の授業改善の手がかりとなる。 

 修了時アンケートにおいては工学研究科の教育内容・方法に関係する項目で年度を追う

ごとに肯定的な回答の比率が高くなっており、学生の期待に応えながら、改善が進んでい

ると判断される（表 14）。 

 

表 14 工学研究科の教育に関する修了時アンケートの回答 

項  目 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26年度 

「専攻」の授業の成績評価の仕

方について満足している、やや

満足している 

70% 76% 87% 83% 

「専攻」で開講されている授業

科目に十分な選択肢が用意さ

れている 

47% 53% 58% 52% 

 

別添資料４ 大学院授業アンケートのまとめ 

 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 

 教育課程編成・実施の方針に基づき、それぞれの授与する学位や学問分野の特徴を踏ま

え、教育目的達成に必要な授業科目が編成され、適切な研究指導が行われている。 

 学術の発展動向、社会からの要請等に対応した科目や、本研究科の理念に基づくソフト

パスエンジニアリング特論など、特色ある科目や教育プログラムを実施し、これに多くの
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学生が参加している。多様な工学研究科共通開講科目も開講し、これによって高度専門技

術者あるいは研究者として身に付けておくべき、マネジメント能力や倫理観の醸成を行い、

地域の工業界からの要請に応えている。金型・鋳造専攻やデザイン・メディア工学専攻で

は、社会ニーズに対応した長期及び短期インターンシップの実施や特徴ある実習科目を取

り入れ、地域の人材養成ニーズに十分応えている。 

 教育の内容や方法、成績評価の仕方については、授業評価や修了生アンケートにて満足

度を示す回答を得ており、教育実施上の課題も学生の期待に応えた改善が行われている。 

以上のことから、教育の内容や教育方法が学生や地域の産業界・工業界など、想定する

関係者の期待によく応えていると判断する。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

(観点に係る状況) 

１．課程修了状況および学位授与状況 

 表15は、年度毎の標準年限内の修了率及び休学者数、退学者数を示す。博士前期課程に

おいては９割以上の学生が修業年限以内で修了しており、また、博士後期課程においては

８割以上が修業年限の1.5倍の期間で修了している。退学者は毎年９名以内で、暫減傾向に

ある。近年の休学者の中には、海外協定校への留学や海外インターシップも含まれており、

否定的な結果ではないと考えている。毎年１名程度の早期修了者もいる。 

平成 22 年度から平成 26年度までの博士学位授与数を表 16に示す。平成 22 年度から平

成24年度の入学者と平成24年度から平成26年度の博士学位授与者数から推計される博士

学位授与率は 63%である。 

 

 

表 15 年度毎の標準年限内の修了率及び休学者数、退学者数 

   工学研究科博士前期課程 

入学年度 標準年限内

の修了率

（％） 

標準年限×1.5倍

以内の修了率

（％） 

休学者数

（人） 

退学者数

（人） 

平成 22年度 96 100 3 9 

平成 23年度 94 97 6 4 

平成 24年度 94 98 6 6 

平成 25年度 94 95 1 5 

平成 26年度 97※ - 5 7 

平成 27年度 - - 6 4 

※4 月入学者のみの標準年限内修了率 10 月入学者を含む修了率は H28.9 に判明 

 

工学研究科博士後期課程 

入学年度 標準年限内

の修了率

（％） 

標準年限×1.5 倍

以内の修了率

（％） 

休学者数

（人） 

退学者数

（人） 

平成 22 年度 46 84 4 3 

平成 23 年度 47 100 2 4 

平成 24 年度 66 91 4 1 

平成 25 年度 33※ - 3 3 

平成 26 年度 - - 0 3 

平成 27 年度 - - 3 0 

※4 月入学者のみの標準年限内修了率 10 月入学者を含む修了率は H28.9 に判明 
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表 16 博士学位授与者数 

年度 卒業月 課程博士 内 早期

修了者 

課程博士

年度合計 

論文博士 論文博士

年度合計 

課程博士・論

文博士年度

合計 

平成 22

年度 

９月 4 0 13 0 3 16 

３月 9 3 3 

平成 23

年度 

９月 8 1 17 2 2 19 

３月 9 1 0 

平成 24

年度 

９月 3 0 12 1 1 13 

３月 9 1 0 

平成 25

年度 

９月 5 0 11 0 1 12 

３月 6 1 1 

平成 26

年度 

９月 4 0 11 1 1 12 

３月 7 0 0 

平成 27

年度 

９月 4 0 4 0 02 48 

３月 － － 2 

 

２．学生の受賞・表彰の状況 

 表17は、博士前期課程・後期課程を総合した、６年間の各種学会の学生賞(優秀発発表賞、

優秀ポスター賞、Poster Session First Place、学長賞、独創研究学生賞、優秀発表奨励

賞、優秀学生賞、優秀論文発表賞、Best Student Paper Prize 等)の受賞状況である。良

好であり、教育成果が十分に達成していることを証明している。 

 

表 17 学生の受賞・表彰数（博士前期課程と後期課程の合算） 

  H22 H23 H24 H25 H26 H27 合計 

応用化学・生命工学専攻 4 2 3 5 4 8 26 

フロンティア材料機能工学専攻 7 10 13 17 8 5 60 

電気電子・情報システム工学専攻 10 6 10 10 4 2 42 

機械システム工学専攻 7 5 8 4 -※ 6 30 

社会環境工学専攻 1 2 5 3 2 3 16 

デザイン・メディア工学専攻 6 2 3 10 6 1 28 

金型・鋳造工学専攻 2 0 0 2 2 5 11 

工学研究科 計 37 27 42 51 26 30 213 

※「−」は統計データなし 

 

３．学業の成果に関するアンケート意見聴取 

 学生による授業評価アンケート（前掲 2-8 頁参照）からは、５段階（１：低評価～５：

高評価）で、「IV.達成度・総合評価」について、ある程度達成できた（４点）と考える学

生が多く、学業の成果が上がっていると考えられる。また、毎年修了生を対象に行ってい

る修了時アンケートでは、「「専攻」で受けた教育に対する全体の評価」では、「満足」、「や

や満足」が回答の大半を占めるようになっている。このことは、修了生が学業の成果につ

いて満足している結果であると考えられる（表 18）。 
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表 18 修了時アンケートによる学業の満足度に関する評価 

項  目 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

「専攻」で受けた教育に全体

として満足している 
23% 30% 38% 36% 

「専攻」で受けた教育に全体

としてやや満足している 
42% 38% 45% 44% 

 

４．学業の成果に関する就職先からの評価 

 工学研究科の修了生の身に付けた能力について、本研究科（修士課程）を平成 21 年度以

降に修了した者が在籍している企業・団体 395 社に対して、平成 27 年度に工学部がアンケ

ート調査を実施し、68社からの回答を得た。専門分野の基礎的知識、応用力、情報分析力、

日本語によるコミュニケーション力、問題解決力、人間性・倫理性など学位授与方針の多

くの項目の能力を身に付けていたと評価する回答が多く、就職先の期待に十分応えている。

しかし、英語能力を身に付けさせるのは今後の課題である（表 19）。 

 

表 19 修了生が身に付けた能力に対する就職先の評価 

調査項目 十分身に付

けていた 

(%) 

身に付け

ていた 

(%) 

身に付けて

いなかった 

(%) 

わからな

い・無回答 

(%) 

当社で

は不要 

(%) 

合

計 

(%) 

専門分野の基礎的知識 23.5 61.8 1.5 13.2  100 

専門分野の知識を応用 

する力 

22.1 60.3 0 17.6 100 

情報分析力 20.6 64.7 0 14.7 100 

日本語による論理的コミ

ュニケーション能力 

20.6 61.8 2.9 14.7 100 

英語によるコミュニケー

ション能力 

1.5 19.1 26.5 36.7 16.2 100 

専門性に基づいた問題 

解決能力 

13.2 70.6 3 13.2   100 

プレゼンテーション能力 7.4 66.1 7.4 19.1 100 

豊かな人間性と社会性、

高い倫理性を持ち持続可

能な共生社会の形成に貢

献する意欲 

10.3 73.5 1.5 14.7 100 

 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 

 博士前期課程においては９割以上の学生が修業年限以内で修了しており、また、博士後

期課程でも８割以上が修業年限の1.5倍の期間で修了し、期限内に適切な教育が行われ、十分な

学業成果をあげている。学生の受賞件数や表彰件数も第１期中期目標期間より著しく増加して

いる。また、学業の成果に関する学生アンケートの結果も高い満足度を示す回答が大半と

である。学生の修得した能力や学修成果に対する修了者や就職先の満足度も高く、関係者

の期待に応えている。 
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観点 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

過去６年間の博士前期課程修了生の進路状況について、全国の企業から多くの求人が寄

せられ、就職率（ 就職者数 ／ 就職希望者数 × 100 ）も 97%以上と極めて高く、就職先

は上場企業が多い。８割程度の学生が建設業、製造業、情報通信業の分野に就職しており、

修得した専門性を活かせる企業を選択している（表 20）。また、過去４年間における岩手

県内への就職率は 12%程度あり、岩手県内には研究開発や設計開発などの修了生が希望す

る職種の採用がまだ少ない中で、積極的に地域の企業への就職を希望する学生も存在する。

各年度の博士後期課程への進学者数は７名前後である。 

 

   

 博士後期程について、平成 22～27 年度の修了生は 70 名であり、そのうち就職者数 56

名には、社会人入試で入学し、博士後期程修了後に継続的に同じ企業に在職している者が

34 名含まれており、その内訳は民間企業が 21 名、公的機関が 13名である。これもあわせ

た進路の内訳は、製造業・情報通信業が 26名（34%）、開発研究機関が 7名（10%）、教育機

関が６名（９%）、公務員が５名（７%）で、その他、ポスドク等が 12 名（17%）であった（表

21）。第１期中期目標期間に比べて教育機関への就職割合が減少し、製造業・情報通信業へ

の就職割合が増加した。 

 

  

表 20 博士前期課程修了者の進路状況 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 合計 

修了者数 183 199 227 177 163 199 1,145 

進学者数 9 9 7 6 8 5 44 

就職者数 167 178 198 163 147 188 1,041 

(内訳) 建設業 3 18 21 13 11 17 83 

製造業 113 101 122 103 84 100 623 

電気ガス水道業 11 10 7 10 16 15 69 

情報通信業 14 27 27 18 17 30 133 

運輸業 12 12 8 7 8 8 55 

公務員 3 2 8 4 7 4 28 

その他 11 8 5 8 4 14 50 

出典：http://www.iwate-u.ac.jp/career/shinrodata.html 

表 21 博士後期課程修了者の進路状況 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 合計 

修了者数 13 17 12 11 11 6 70 

就職者数 7 15 7 11 11 5 56 

(内訳) 建設業 0 0 0 0 0 0 0 

製造業 2 10 3 1 4 4 24 

情報通信業 1 0 0 1 0 0 2 

開発研究機関 2 0 3 0 2 0 7 

学校教育 0 2 1 2 1 0 6 

公務員 2 2 0 1 0 0 5 

その他 0 1 0 6 4 1 12 

出典：http://www.iwate-u.ac.jp/career/shinrodata.html 

 

http://www.iwate-u.ac.jp/career/shinrodata.html
http://www.iwate-u.ac.jp/career/shinrodata.html
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 前述した修了時アンケートによれば、８割程度の修了生が「決定した進路について満足

している」と回答している。また、工学研究科が平成 27 年 10 月に実施した企業アンケー

ト調査（回答数：県外企業 70社、県内企業 60 社）によれば、改組後に理工系修了生を採

用する可能性について、「積極的に採用したい」が 50.8%、「できれば採用したい」が 17.7％、

「採用する可能性はある」が 23.1%であった。さらに、修了生の能力に関する質問につい

て、「専門性に基づいた問題解決能力を身に付けていた」と回答した企業は 83.8%、「豊か

な人間性と社会性、高い倫理性を持ち持続可能な共生社会の形成に貢献する意欲を持って

いた」と回答した企業は同じく 83.8%であった。これらの結果は、これまで工学研究科が

輩出してきた人材が社会において高く評価されていると判断できる。 

 

 

(水準)  期待される水準にある。 

(判断理由) 

 全国の企業から本研究科の学生に多くの求人が寄せられ、特に博士前期課程修了生の就

職率が 97%以上になっており、本研究科の教育内容と修了者の能力が産業界から高く評価

されている結果であると判断できる。また、企業アンケート調査結果からも本研究科の修

了生が社会で高い評価を受けている。修了時アンケートでも８割程度の修了生が「決定し

た進路について満足している」と回答している。以上のことから、進路・就職の状況は学

生をはじめ、産業界・工業界など想定する関係者の期待する水準にあると判断する。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

事例１ 教育の PDCA サイクル 

 第１期中期目標期間から実施している授業実施報告と授業評価アンケートについ

て、第 2 期中期目標期間では、これを教育の PDCA として授業改善により役立たせる

ため、教育実施上の課題を明確に把握できるようにアンケート項目を拡充させて実施

した。アンケートの結果は、各専攻で分析・議論し、教育の質の向上のための対策ま

でも検討して報告し、これら資料は学生も閲覧できるようにした。授業評価アンケー

トや修了時アンケートは、工学研究科の教育内容・方法に関係する項目で年度を追う

ごとに肯定的な回答の比率が高くなり、学生の期待に応えた教育改善が進んでいった。

こうして、教育の PDCA サイクルが実質化し、大学院教育の質の向上に反映された。 

 

事例２ 特徴的な教育プログラムを導入した教育課程編成 

第２期中期目標期間において、下記の特徴的な教育プログラムを新たに導入したこ

とにより、工学研究科の教育の質がより向上した。 

 

１．研究科共通科目 

 平成 22年度から、グローバル人材教育への対応として、科学英語特論 Iと IIを新

設した。また、工学者として学ぶべき科目群として設置していた倫理、語学（英語）、

MOT 関連などを、平成 24 年度から、後期課程学生も履修できるように改革した。さ

らに、平成 24 年度から研究科共通科目「インターンシップ」設置した。インターン

シップ生は年々増加し、インターンシップに関する授業アンケートでは、「社会への

貢献」意識や「コミュニケーション力」向上を学修成果として回答するものが多く、

学位授与方針に沿った教育・学修成果を確認できる。 

２．ｿﾌﾄﾊﾟｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ特論 

 大学院共通科目として「ソフトパスエンジニアリング特論」を第１期中期目標期間

に開設した。第 2 期では、この授業を後期から前期に移し、また、この授業の時間に

他の授業が入らないように時間割を組み、多くの受講者に受講してもらう体制を整え、

入学者の４割近い学生が受講するようになった。これにより、工学研究科の教育理念

を学生に伝え、社会的課題を俯瞰的に見る力を付ける授業として、研究科を代表する

科目としての位置づけができた。この成果を踏まえて、平成 29 年度の大学院改組に

おいては、理工学専攻の必修科目とする予定である。 

３．グロ−バル人材養成の取り組み 

 サスカチュワン大学への研究インターンシップ、ハンバット大学校との PBL 等、第

１期中期目標期間にはなかった海外協定校への派遣や共同教育プログラムを開設し、

年々参加学生が増加した。これを契機に、短期海外留学や海外から受け入れる学生も

増加し、グローバル人材の養成に繋がった。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

事例１ 学生の各種受賞数増加 

学生の学会発表等による各種受賞数は、第１期中期目標期間中の年度平均 20件から第

２期中期目標期間では 36件と大幅に増加した。このことは、教育内容や方法に関する不

断の改善努力が導いた成果であり、教育活動全般にかかわる総合的な質の向上が反映さ

れた重要な教育成果指標と判断する。 
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Ⅰ 農学部の教育目的と特徴 

 

１（農学部の教育目標） 

農学部は、幅広く深い教養と豊かな人間性を基礎として、農学の重要分野である農学生

命、応用生物化学、共生環境、動物科学、獣医学の専門分野における、基礎的・応用的な

知識と技能を修得することにより、地域および国際社会の農業・生命・環境の諸問題の解

決に貢献できる人材の育成を目的とする。 

 （出典 岩手大学農学部教育課程規則） 

 

２（教育組織の特徴） 

農学部の特色として、寒冷地である北東北における食料や木材の生産、自然環境の保全、

生物資源の付加価値の探求など、「生命と生活を支える農学」を目標に、グローバル化と産

業間連携を戦略に農林水産業の振興や地域社会の持続的発展に貢献していることが挙げら

れる。これに応じて、平成 23 年度までは農学生命課程、応用生物化学課程、共生環境課程、

動物科学課程、獣医学課程の５課程で組織していた。平成 24 年度には獣医学教育の充実の

ため獣医学課程を改組し、岩手大学と東京農工大学で共同獣医学科を設置した。 

さらに、東日本大震災からの復興などをはじめとする時代や社会の要請を受け、寒冷地

農学の推進、地域農林水産業の持続的発展に向けた教育体制を進展的に構築するために、

第３期中期目標期間の平成 28 年 4 月から農学部全体を６学科に再編することとした。第 2

期中期目標期間は、そのための具体的な検討と準備作業を進めた。 

平成 27 年度の専任教員数は 98 名であり、全学一元化教員組織である学系に所属してい

る。教員数の充足率は 91％であり、必要な専任教員が確保されている。 

 

３（附属施設を活用した実践的教育） 

寒冷フィールドサイエンス教育研究センター、動物病院、寒冷バイオシステム研究セン

ター、植物園、動物医学食品安全教育研究センターの５附属施設が設置されており、農学

部教育の場として活用されている。 

 

４（授業の改善） 

平成 17 年度から学生の授業アンケートを毎学期実施し、その評価結果を教員に通知し、

教員は授業改善に反映している。また、共生環境課程森林科学コースでは学習・教育目標

とその評価基準を独自に設定し、達成度を評価しながら継続的に授業改善を行った結果、

平成 21 年度に JABEE 教育プログラムの認定を受けた。 

 

５（学生の進路） 

年間を通じた就職説明会、企業合同セミナー、公務員採用試験ガイダンスなどを実施し、

学生の就職支援に努めている。また、低学年より就職について考えさせるキャリア教育や

ジョブシャドウを実施している。さらに３年次に対してはエントリーシート対策講座など

を開講している。主な就職先は公務員、食品産業などであり、本学部の教育目標に応じて

いる。進学については、大学院の進学説明会を学生向けに実施している。進学先は、本学

大学院農学研究科が最も多い。平成 27 年度の就職希望者に対する就職者の比率は 98.7%と

高い水準にある。 

 

６（入学者の受け入れ） 

アドミッション・ポリシーに応じた多様な入学試験（一般入試、推薦入試Ⅰ・Ⅱ、私費

外国人留学生入試、編入学試験）を実施している。入学者選抜にあたっては本学試験会場

に加え、札幌試験会場でも実施している。また、転学部、転課程の制度も設けている。 
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[想定する関係者とその期待] 

農学部は、学生とその保護者を最大の関係者として想定するとともに、卒業生の雇用者

である民間企業、官公庁、各種団体、さらには卒業生が活躍する地域社会、国際社会など、

社会全体をも広く関係者として想定している。これら関係者は、本学部の教育目標に沿っ

て、高度な専門的知識とリーダーシップを持って社会に貢献できる有為な人材を養成すべ

く、有効な教育を実践することを期待していると想定している。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

【教育組織】 

農学部では生命誕生から地球環境まで捉えた新しい農学へのニーズを踏まえ、生命・環

境分野の新しい枠組みとしての寒冷地農業、食品・バイオ系産業、自然と人間の共生社会

づくりに貢献できる人材を養成する教育を行うため、平成 23 年度まで農学生命課程、応用

生物化学課程、共生環境課程、動物科学課程、獣医学課程の５課程を設置していた（表１）。

このうち獣医学課程は、国際水準の教育を目指す獣医学教育の充実のために、平成 24 年度

より岩手大学・東京農工大学共同獣医学科に改組した。さらに、各種分野で進行する国際

化や地域貢献への社会要請の高まりを受け、第３期中期目標期間の平成 28 年度からはこれ

までの４課程・１学科から水産学分野を含む６学科に再編することが決定し、その具体的

準備が行われた。 

 

表１  学科、課程の改組の変遷  

 

【附属施設を活用した実践的教育】 

寒冷フィールドサイエンス教育研究センター、動物病院、寒冷バイオシステム研究セン

ター、植物園に加え、平成 18 年度より動物医学食品安全教育研究センターが設置されてい

る。これら５附属施設が農学部学生教育の実践の場として多方面で活用されている（表２）。 
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表２ 附属施設を活用した実習 

科目名 附属施設 

総合フィールド科学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

農場実習Ⅰ 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

農場実習Ⅱ 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

農場特別実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

保全生物フィールド科学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

共生環境学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

野生動物管理学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

森林と人間Ⅰ 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

森林測量学実習Ⅰ 植物園、寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

森林測量学実習Ⅱ 植物園 

樹木の組織と形態・生理実習 植物園 

森林計測学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

森林造成学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

林業生産工学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

砂防学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

林道工学実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

測量学基礎実習 植物園 

牧場実習 寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

大動物臨床実習 動物病院、寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

総合参加型臨床実習 動物病院、寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 

 

【教員配置】 

平成 27 年度における専任教員は 98 名である（表３）。獣医学課程の教員数は 32 名から、

平成 24 年度の東京農工大学との共同獣医学科発足にあたり、28 名となった。女性教員の

増加にも積極的な姿勢で取り組み（※）、男女共同参画を推進している。その結果、女性教

員は平成 22 年度８名から平成 27 年度 11 名へと増加した。 

平成 27 年度における教員の年齢構成は表４のとおりであり、バランスがとれている。 

※ 中期計画【45】（Ⅱ－１－６） 

ワーク・ライフ・バランスに配慮し、男女、様々な年代層が働きやすい環境を整備する。 

 

表３  平成 27 年度における農学部の教員現員数  

課程・学科名  教授 准教授 講師 助教 計 

農学生命課程  9 10（1） 1（1） 0 20（2） 

応用生物化学課程  6 5（1） 0 0 11（1） 

共生環境課程  7 9 3（2） 1 20（2） 

動物科学課程  4 5（1） 0 0 9（1） 

共同獣医学科  13 7（1） 0 4（3） 24（4） 

附属

施設  

寒冷フィールドサイエ

ンス教育研究センター  
2 1 0 2 5 

寒冷バイオフロンティ

ア研究センター  
3 3 0 0 6 

動物病院  1（1） 1 0 0 2（1） 

動物医学食品安全教育

研究センター  
1 0 0 0 1 

計  46（1） 41（4） 4（3） 7（3） 98（11） 

                        （ ）内は女性教員数で内数  
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表４  教員の年齢構成  

年齢 

25 歳〜35 歳

未満 

35 歳〜45 歳

未満 

45 歳〜55 歳

未満 

50 歳〜65 歳

未満 

65 歳以上 

教員数 3 名 27 名 32 名 36 名 0 名 

 

【入学者受け入れ】 

入学者の受け入れにあたり、農学部のアドミッション・ポリシー（※）を設定し、これ

に応じて一般入試、推薦入試Ⅰ・Ⅱ、私費外国人留学生入試等多様な入学試験を実施して

いる。入学者選抜にあたっては本学試験会場に加え、札幌試験会場でも実施している。ま

た、転学部、転課程の制度も設けている。過去６年の男女別の入学者数は、最近は女子入

学者の割合が増加傾向を示しており、バランスの良い男女比となっている（表５）。 

※ 中期計画１－２－１－２ 

「入学者受入の方針」を見直した上で、全学的な入学者選抜体制を整備する。 

 

 表５  入学者数とその構成（男女別）  

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

222 人 227 人 217 人 225 人 233 人 217 人 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 

115 人 107 人 105 人 122 人 109 人 108 人 112 人 113 人 110 人 123 人 98 人 119 人 

 

【授業改善の取り組み】   

平成 19 年度から全学統一拡張 web シラバス（アイアシスタント）を導入し、これには

シラバスの機能に加え、授業記録機能等を搭載することで、シラバス上の授業計画と実際

の授業との比較・検討を日常的に行う FD 活動をシステム化した。 

FD 活動については、教育推進機構が大学の理念や教育目標に即した主題で全学 FD 研修

会を実施しており、農学部から毎年５名以上の教員が参加している。 

 

【学生や卒業生、関係者からの意見聴取の取り組み】 

教育の改善や質の向上にむけては、学生による授業評価などを実施している。 

学生の授業アンケートは毎学期実施し、教員の授業改善に反映させるようにしている。

JABEE 教育プログラムを実施している共生環境課程森林科学コースでは、学習・教育目標

とその評価基準を独自に設定し、学習・教育目標の達成度を毎年評価している。平成 26 年

度には JABEE 継続審査に合格し、６年間の延長が認められている。  

学生の保護者を対象に教育懇談会・進路懇談会を毎年継続して開催している（表６）。

この他にも、農学部 PR のため、平成 17 年度から東北各県ならびに北海道の一部の高校を

対象として農学部教員による高校訪問を実施し、高校からの要望を聞く重要な機会となっ

ている（表７、８）。また、各高校の要望に応えた出前講義を積極的に行っている（表９）。

JABEE 教育プログラムを実施している共生環境課程森林科学コースでは毎年、企業・自治

体等の有識者と懇談会を開催している（表 10）。 

関係者からの意見聴取は、平成 25 年度大学機関別認証評価による改善指摘に対応する

取り組みでもある。 

 

表６  教育懇談会・進路懇談会に出席した保護者数    

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

85 名 96 名 81 名 103 名 73 名 78 名 

 

表７ 高校訪問の実績（ＰＲ訪問高校数） 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

78 90 76 73 60 47 
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表８  地域別のＰＲ訪問高校数一覧    

地域名 北海道 青森県 岩手県 秋田県 宮城県 山形県 福島県 その他 

平成 

22 年度 

17 11 18 8 14 3 7 0 

平成 

23 年度 

9 11 35 6 22 0 6 1 

平成 

24 年度 

12 10 22 7 15 4 4 2 

平成 

25 年度 

4 11 22 8 18 4 4 2 

平成 

26 年度 

0 13 20 6 16 0 3 2 

平成 

27 年度 

2 5 18 3 11 3 5 0 

 

表９  出前講義の実績（訪問高校数）  

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

30 24 30 31 31 31 

 

 表 10 共生環境課程森林科学コース（JABEE コース）で実施した懇談会に出席した企業・自

治体等の有識者 

日時 学外有識者の所属・役職 

平成 22 年 3 月 11 日 森林総合研究所東北支所・所長 

岩手県林業振興課・主任主査 

株式会社小岩井農牧環境緑化部・主任研究員 

平成 24 年 2 月 20 日 森林総合研究所東北支所・所長 

東北森林管理局盛岡森林管理署・署長 

岩手県宮古農林振興センター林業振興課・課長 

平成 25 年 10 月 9 日 岩手県林業労働力確保支援センター・常務理事 

平成 25 年 10 月 22 日 東北森林管理局岩手北部森林管理署浄法寺森林事務所・森林官 

岩手県盛岡広域振興局林務部森林保全課・技師 

平成 25 年 10 月 29 日 岩手県農林水産部森林保全課・技師 

三田農林株式会社山林部 

平成 26 年 10 月 28 日 東北森林管理局三陸北部森林管理署久慈支署・事務管理官 

岩手県農林水産部森林整備課・技師 

平成 27 年 11 月 4 日 国土防災技術（株）東北支店・次長 

平成 27 年 11 月 17 日 三田林業株式会社山林部 

岩手県岩泉林務出張所・技師 

 

【海外大学との学術・学生交流】 

国際交流も積極的に行い、外国人研究者や海外留学生も積極的に受け入れている（表 11）。

平成 25 年３月にカナダのサスカチュワン大学との大学間協定が締結され、農学部を中心と

した学術交流や学生交流を開始した。また平成 25 年 11 月にはドイツのロッテンブルグ林

業大学との部局間協定が締結され、学術交流を開始した。ロッテンブルグ林業大学とはさ

らに平成 27 年５月に学生交流協定が締結され、平成 27 年９月には本学の学生 12 名がドイ

ツでの研修に派遣された（表 11）。（※） 
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 ※ 中期計画３－３－１－１ 

国際戦略を検討する組織を設置し、海外との教育交流及び研究交流を推進する。 

 （岩手大学 HP 国際交流 http://www.iwate-u.ac.jp/annai/koryu.shtml） 

 

表 11 国際交流に関わる研究者、学生の受け入れと派遣 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

受け入れ外国

人研究者 

9 名 10 名 1 名 7 名 7 名 11 名 

受け入れ海外

留学生 

21 名 13 名 11 名 5 名 10 名 8 名 

交換留学生の

派遣 

5 名 4 名 2 名 3 名 15 名 28 名 

 

【教員評価】 

教員評価システムとして、毎年各教員が岩手大学情報データベースシステムを用いて教

育活動、研究活動、社会貢献活動および大学運営活動の 4 項目について活動内容を点数化

し、各項目について自己評価を行っている。 

（岩手大学 HP 大学運営情報 教員評価結果（平成 26 年度） 

  http://www.iwate-u.ac.jp/kikakukoho/h26hyoka.pdf） 

 

【教育情報の発信】 

在校生の保護者を対象として、毎年 11 月中旬に授業公開を実施している。また高校生

への大学授業体験や一般市民への生涯学習の支援として、各種の公開講座を実施している

（表 12）。 

表 12 公開講座のテーマ一覧 

年度 テーマ 参加者数 

平成 22 年度 食の安心・安全を守る獣医さん－感染症から化学物質まで－ 137 

 「農学生命」「応用生物化学」「共生環境」「動物科学」の実験講座 97 

 親子で味わう岩手の食体験 11 

 親子で楽しむ牧場ふれあい体験 23 

 かんじきを履いて冬の森を歩こう 25 

平成 23 年度 動物園を見なおそう 〜動物福祉について考える〜 139 

 「農学生命」「応用生物化学」「共生環境」「動物科学」の実験講座 107 

 「ブルーベリージャムを作ろう 〜ブルーベリーのつみ取りとジ

ャム加工体験〜 

21 

 親子で楽しむ牧場ふれあい体験 17 

 かんじきを履いて冬の森を歩こう 17 

平成 24 年度 「農学生命」「応用生物化学」「共生環境」「動物科学」の実験講座 96 

 動物の病気と人の健康 74 

 親子で協力しあう農場体験 〜牛のエサを作ろう！〜 10 

 かんじきを履いて冬の森を歩こう 25 

 冬の森で遊ぼう！ 20 

平成 25 年度 「農学生命」「応用生物化学」「共生環境」「動物科学」の実験講座 76 

 野生動物に関わる獣医さん 87 

 親子で協力しあう農場体験 〜乳しぼりをしてみよう〜 14 

 親子で協力しあう農場体験 〜味噌作り体験〜 26 

 かんじき体験 〜御明神の山を歩こう〜 12 

 かんじきを履いて冬の森を歩こう 32 
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平成 26 年度 「農学生命」「応用生物化学」「共生環境」「動物科学」の実験講座 79 

 みんな知らないお馬の獣医さんの仕事 〜競走馬から農耕馬まで

〜 

76 

 かんじきを履いて冬の森を歩こう 20 

 親子で協力しあう農場体験 〜牛のエサを作ろう！〜 14 

 親子で体験 はたらくくるま 〜畜産機械 vs 林業機械〜 22 

 かんじき体験 〜御明神の山を歩こう〜 18 

平成 27 年度 「農学生命」「応用生物化学」「共生環境」「動物科学」の実験講座 79 

 しっかり知ろう：加熱は完璧な食品安全確保法ではありません 87 

 かんじきを履いて冬の森を歩こう 5 

 親子でふれあう牧場体験 ～赤ちゃんうし誕生観察～ 28 

 山ではたらくくるま体験 17 

 

【教育環境の整備】   

全ての講義室に OHP、液晶プロジェクタを設置した。また、学生のニーズに応えて平成

25 年度より、講義室に空調設備を段階的に整備し、平成 26 年度には全ての講義室に設置

された。この他、農学部の建物内に飲料物の自動販売機を設置した他、女子学生の増加に

対応して女子学生専用の更衣室を新設した。 

 

(水準)    

期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

新しい農学へのニーズを踏まえた 5 課程制への改組をはじめ、教員組織の一元化、必要

な専任教員数の確保、などにより、充実した教育体制が編成されている。FD 研修会、シラ

バスの全学統一化と公開、アイアシスタント導入による日常型 FD 活動のシステム化等、

教育方法改善の方策も整備され、機能している。農学部のアドミッションポリシーに応じ

た多様な入学試験を実施し、本学以外にも試験会場を設置する等、入学者受け入れ体制を

改善している。高校への PR、保護者や学外有識者との懇談会により教育内容や教育方法へ

の要望も把握し、この声を活かした改善にも取り組んでいる。卒業時の学生アンケートに

おいては、本学部の「コース・学科」で受けた教育について、約 80％の学生が満足と答え

ていることより学生、保護者の期待を上回る水準であると判断する（図１）。 

 

図１ 卒業生に対する卒業時のアンケート集計結果（平成 25 年度）    
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観点 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

岩手大学農学部は、学位授与の方針を設定し、以下の表に掲げる各課程・コースの学位

授与の方針に該当する者に学位を授与している。（※４） 

（岩手大学 HP 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：農学部 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/files/h28_di_policy_agr.pdf） 

※４ 中期計画１－１－２－１ 

学士に求められる学習成果を明確にし、「学位授与の方針」を定める。 

 

【教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

農学部は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏まえ、課程・学科毎に教育課

程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）を定め、これに基づいて、全学共通教育科目、

学部専門基礎科目、学部共通科目、共通教育科目（共同獣医学科）及び課程・コース・学

科専門教育科目で構成される系統的な教育課程を編成している。学年暦はセメスター制を

徹底し、ガイダンスも定期的に実施している。 

（岩手大学 HP 教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）：農学部 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/cu_policy/agr.shtml） 

 

【全学共通教育科目】 

  全学共通教育科目は、学士としての幅広い教養と豊かな人間性を養うことを目的とし、

大学共通の科目群が用意されている。農学部においては、農林業・生命・産業分野のエキ

スパートとして必要な教養と人間性を身につけさせるために、学部、各課程での専門教育

を考慮しながら、幅広い分野について単位修得ができるようにカリキュラムを編成してい

る。 

 全学共通教育科目には「教養科目」、「共通基礎科目」、平成 19 年度に導入された必修の

「転換教育科目」がある。平成 18 年度の現代 GP に採択された「持続可能な社会のための

教養教育の再構築：学びの銀河プロジェクト」が主に全学共通教育科目に導入され、以降、

ESD（持続可能な開発のための教育）を全学的に推進している。 

 

【専門教育科目】 

専門教育では低年次に専門基礎科目を、中年次に専門的講義・実験・実習科目を、最終

年次に卒業研究を課す、段階的な履修編成である（図２）。  

学部専門基礎科目及び学部共通科目は、農学に必要とされる基礎的な科学的知見と能力

を身につけさせることを目的とし、各課程での専門教育を考慮しながら、数学、物理学、

化学、地学、生物学、フィールド科学、倫理学等についての科目群から成るカリキュラム

を編成している。専門基礎科目には学部必修の総合フィールド科学及び同実習があり、こ

れらにより農学教育の基礎を形成し、リーダーシップやチームワークをもって行動する学

習機会を提供している。 

各課程の専門教育科目に占める必修科目の割合は、獣医師を養成する共同獣医学科を除

き、60％前後である（表 13）。 

 

【授業形態の組み合わせ】 

授業形態の組合せとして、各課程の必修科目に占める演習・実験・実習科目単位数の割

合は、卒業研究を除き 14～28％であり（表 13）、アイアシスタントを活用して学生と教員

の双方向の授業を実施している。全ての課程、学科において卒業研究を必修とし、きめ細

かに個別指導している。 

岩手大学 HP 大学運営情報 岩手大学評価室 認証評価  
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大学機関別認証評価 [平成 25 年度実施] 自己評価書 77～78 頁 資料 5-2-①-2 

http://www.iwate-u.ac.jp/hyouka/sozai/ninshohyoka/kikan_jiko_h2506.pdf 

 

図２ カリキュラムの構成 出典：平成 26 年度履修の手引 P.P.242 

 

 

 

表 13  専門教育科目に占める必修科目の割合（平成 27 年度） 

学科名 コース名 卒業要件単

位数 

専門教育科

目単位数 

専門教育科

目中の必修

単位数 

専門教育科

目中の選択

単位数 

農学生

命課程 

生命資源科学コース 

126 91 59 32 

生物産業科学コース 

126 91 53 38 

応用生物化学課程 126 91 60 31 

共生環

境課程 

共生環境学コース 126 91 35 56 

森林科学コース 126 91 67 24 

農村環境デザイン学

コース 

126 91 41 50 

動物科学課程 126 91 51 40 

共同獣医学科 202 158 152 6 

 

【共同獣医学科での取り組み】 

共同獣医学科では、改組後全国的な教育水準の標準化を目的としてコア・カリキュラム

が設定され、このカリキュラムに沿った教育がなされている。また、共同獣医学科の特質

として、通信施設を使った遠隔講義の実施による双方向からの授業支援や、学生の移動を

伴った二大学共同での講義や実習が年次進行的に行われている（※）。 
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※ 中期計画３－２－３－２ 

獣医学に係る専門教育プログラムの他大学との共同実施について検討を進める。 

 

 

【学生のニーズに応じた授業履修・単位認定への配慮】 

10 単位を上限に他学部・他大学の開講科目を単位認定している。北東北国立３大学や

岩手５大学の間で単位互換するとともに、放送大学や学生交流協定のある外国大学の科目

も単位認定できる（表 14）。 

 

岩手大学 HP 大学運営情報 岩手大学評価室 認証評価  

大学機関別認証評価 [平成 25 年度実施] 自己評価書 73 頁 観点 5-1-③ 

http://www.iwate-u.ac.jp/hyouka/sozai/ninshohyoka/kikan_jiko_h2506.pdf 

 

表 14 単位認定が容認されている放送大学や学生交流協定のある外国大学の科目 

岩手大学の授業科目 放送大学の授業科目 専門科目の区分 対象年次 

化学入門 基礎化学 専門基礎科目 平成 19 年度以降入学者

（共同獣医学科は除く） 

生物学入門 初歩からの生物学 専門基礎科目 平成 19 年度以降入学者

（共同獣医学科は除く） 

地学入門 地球のダイナミックス 専門基礎科目 平成 19 年度以降入学者

（共同獣医学科は除く） 

生物統計学 統計学 専門基礎科目 平成 19 年度以降入学者

（共同獣医学科は除く） 

海外特別実習  学部共通科目 年次指定無し 

 

外国語教育では TOEFL 等の各種検定試験を単位認定の対象にしている（表 15）。また、

編入学生が既習得単位を活用できるよう学則を整備している。 

 

表 15 単位認定の対象にしている TOEFL 等の各種検定試験の１例 

資格試験 資格 認定科目・単位数 

授業科目 単位 

実用英語技能検定試験 準１級 英語総合Ⅰ・Ⅱ、 

英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ 

４ 

１級 ８ 

ＴＯＥＦＬ 500〜539 点 英語総合Ⅰ・Ⅱ、 

英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ 

２ 

540 点以上 ４ 

ＴＯＥＩＣ 600〜699 点 英語総合Ⅰ・Ⅱ、 

英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ 

２ 

700 点以上 ４ 

ドイツ語技能検定試験 ４級 初級ドイツ語（入門・発展） ４ 

３級以上 初級ドイツ語（入門・発展） ４ 

中級ドイツ語 ２ 

ＨＳＫ 

 （漢語水平考試） 

４級 初級中国語（入門・発展） ４ 

５級以上 初級中国語（入門・発展） ４ 

中級中国語 ２ 

 

【TA の配置】    

専門基礎科目や演習・実験・実習科目では TA を活用し、授業の実効を高めている。さ

らに、課程科目、課程外科目においても TA を積極的に活用し実習の質の向上に努めている。
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この他、基礎数学演習では習熟度別にクラスを編成し、TA を配置してきめ細かに指導して

いる。 

表 16 TA 採用者の数 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

139 人 124 人 116 人 105 人 104 人 113 人 

 

岩手大学 HP 大学運営情報 岩手大学評価室 認証評価  

大学機関別認証評価 [平成 25 年度実施] 自己評価書 43 頁 

資料 3-3-①-2 TA の配置状況数 

http://www.iwate-u.ac.jp/hyouka/sozai/ninshohyoka/kikan_jiko_h2506.pdf 

 

【学習支援に向けた取り組み】     

専門教育で必要な数学・物理・化学が苦手な学生の基礎学力向上を支援する取り組みと

して、「理系基礎の学習支援講座」を実施している。 

 http://uec.iwate-u.ac.jp/lsr/LSR_main.html 

 

【附属施設や学外機関等を活用した実践的教育】 

22 科目のフィールド実習を開講し、附属施設と学外機関との連携により学生の現場体

験を重視した教育を実践している（表 17）。例えば、共同獣医学科の総合臨床実習では、

動物病院や小岩井農牧等において、少人数の班毎に患畜の診断検査、治療を実習し、獣医

師との検討、学生による症例発表を行っている。 

 

表 17 平成 27 年度入学生対象のフィールド実習 

担当・年次・区分 科目名 概要 利用施設 

学部・1 年・必修 総合フィールド

科学実習 

作物栽培 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター・学内圃場 

農学生命課程・2

年・必修 

農場実習Ⅰ 作物栽培 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター 

農学生命課程・2

年・選択 

農場実習Ⅱ 作物栽培 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター 

農学生命課程・3

年・選択 

農場特別実習 作物栽培 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター 

共生環境課程共生

環境学コース・2

年・選択 

保全生物フィー

ルド科学実習 

野生動物の生息調

査 

附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター、学外施設 

共生環境課程共生

環境学コース・2,3

年・必修 

共生環境学実習 自然生態系管理 

 

附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター、学外施設 

共生環境課程共生

環境学コース・2,3

年・選択 

農山村調査実習 農山村のフィール

ド調査 

学外施設 

共生環境課程共生

環境学コース・3

年・選択 

野生動物管理学

実習 

野生動物の生息調

査・生息地管理 

附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター、学外施設 

共生環境課程森林

科学コース・2

年・必修 

森林と人間Ⅰ 森林調査、研究施

設・工場見学 

附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター、学外施設 
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共生環境課程森林

科学コース・2

年・必修 

森林測量学実習

Ⅰ 

一般測量 附属植物園、附属寒冷フィール

ドサイエンス教育研究センター 

共生環境課程森林

科学コース・2

年・必修 

森林測量学実習

Ⅱ 

応用測量 附属植物園 

共生環境課程森林

科学コース・2

年・必修 

樹木の組織と形

態・生理実習 

樹木形態観察 附属植物園 

共生環境課程森林

科学コース・3

年・必修 

森林計測学実習 森林計測・森林調査 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター 

共生環境課程森林

科学コース・3

年・必修 

森林造成学実習 育苗、育林 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター、学外施設 

共生環境課程森林

科学コース・3

年・必修 

林業生産工学実

習 

林業機械操作・計

測、森林作業体験 

附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター 

共生環境課程森林

科学コース・3

年・必修 

砂防学実習 河川防災施設の設

計 

附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター、学外施設 

共生環境課程森林

科学コース・3

年・必修 

林道工学実習 林道設計 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター 

共生環境課程農村

環境デザイン学コ

ース・2 年・必修 

測量学基礎実習 疎開地の測量 附属植物園 

共生環境課程農村

環境デザイン学コ

ース・2 年・必修 

測量学フィール

ド実習 

疎開地の測量 学外施設 

動物科学課程・3

年・必修 

牧場実習 家畜管理、飼料収穫 附属寒冷フィールドサイエンス

教育研究センター、学外施設 

共同獣医学科・5

年・必修 

大動物臨床実習 産業動物の診療実

習 

附属動物病院、附属寒冷フィー

ルドサイエンス教育研究センタ

ー 

共同獣医学科・5

年・必修 

総合参加型臨床

実習 

産業動物の診療技

術習得 

附属動物病院、附属寒冷フィー

ルドサイエンス教育研究センタ

ー、学外施設 

 

 

【主体的な学習を促す取り組み】   

単位の実質化のために、授業時間外に求める学習をシラバスの授業計画に盛り込み、学

生に周知している。アイアシスタントの i カード(Web を利用したレスポンスカード)やド

リルを利用して宿題を課している授業もある。授業時間と教室外学習時間を勘案して履修

単位数の上限を 24 単位としているが、成績優秀者の上限を 28 単位とし、早期卒業を可能

な制度にして積極的な自主的学習も促している。また、成績評価については、「秀」を加え

た５段階評価とし、成績をより厳格に評価できるシステムに改善している。成績不振者に

対してはクラス担任が中心となり、随時個別面談等を行っている（別添資料１−１、１−２）。 
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学生が自主学習できる環境を提供するため、アイアシスタントには、オフィスアワーの

時間帯を掲載し、学生に周知徹底している。また、パソコン 81 台を配置した情報処理演習

室を平日は開放している。 

 

【実験・実習時の安全対策と法令遵守】 

火災・地震対策、実験実習の安全対策等をまとめた「安全マニュアル」を作成し、入学

生に冊子を配布し周知徹底している。 

 

【地域に密着した実践的教育】 

4 附属施設、各種関連試験場、研究所と連携して地域に密着した実践的教育を推進して

いる。また、地域貢献のため、応用的・実践的研究に基づいた公開講座等を実施し、参加

した中高校生や一般市民の方からは「勉強になった」、「大学で早く学びたい」等の好評を

得ている。その代表的取り組みとして、21 世紀の意欲的な農業従事者を養成するため、「い

わてアグリフロンティアスクール」を設立し、募集人員を超える受講希望者を得ている（表

18）。 

表 18 いわてアグリフロンティアスクールの入校者数 

年度  募集人員  入校者数  修了者数  

平成 23 年度 30 名  66 名 31 名 

平成 24 年度 30 名  42 名 22 名 

平成 25 年度 30 名  39 名 28 名 

平成 26 年度  30 名  29 名 23 名 

平成 27 年度  30 名  21 名 15 名 

 

附属動物医学食品安全教育研究センターでは、獣医師、畜産技術者を主な対象として卒

後教育の一環として研修会を実施している（表 19）。さらに、平成 19 年度特別教育研究経

費（教育改革）に採択された「HACCP(ハサップ)システムで食の安全を担う専門職業人の養

成—「農場から食卓まで」の横断的衛生管理教育プログラムの開発—」は動物医学食品安全

教育研究センターが中心となって教育プログラム（シラバス）を作成し順次拡大した（表

20）。東日本大震災による福島原発の事故を受けて、獣医学教育の質的向上と生涯学習の一

環として、平成 25 年度からは「食の安全・安心を確保する新しい放射線獣医学教育体系の

構築」というプロジェクトを開始し、放射線教育に関わる外部向け研修を平成 26 年度より

2 年にわたり実施した。 

 

表 19 附属動物医学食品安全教育研究センターの研修テーマ一覧 

年度  題目名  

平成 22 年度 

食の安全確保とフードチェーンアプローチによる衛生管理 

牛の繁殖管理における理論と制御技術 

食鳥肉衛生と食鳥検査技術向上のために 

平成 23 年度 

生食と食中毒 

飼料設計と飼養衛生管理基準 

平成 24 年度 

畜産物の放射性物質による汚染と除染の科学 

放射線の基礎と畜産への影響 

重要家畜疾病の概要と診断－牛白血病－ 

平成 25 年度 

食の安全確保の現状と課題 ーFarm to Table の再検証ー 

産業動物の外科手術一般 

重要家畜疾病の概要と診断－牛の呼吸器病症候群(BRDC)－ 

平成 26 年度 

農場 HACCP ～食の安全のための農場衛生管理の高度化～ 

家畜飼料中のカビ毒：家畜への影響、簡易測定とその対策法 
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平成 27 年度 

どうしたら東北の畜産業は生き残れるか～ＴＰＰ対応を考える～ 

放射能の可視化技術 

現場で役に立つ獣医疫学  

 

 

表 20 動物医学食品安全研究センターにおける新規教育プログラムのテーマ 

題目 対象 内容 

「農場から食卓まで」の横断的衛生管

理教育プログラム 

社会人、 

農学部大学院生、 

獣医学科学生 

食品の生産から消費までの

衛生管理について 

放射線衛生学教育プログラム 社会人 

獣医学科学生 

放射線に関わる基礎教育 

 

(水準)    

期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

カリキュラム・ポリシーに応じて専門教育では低年次に専門基礎科目を、中年次に専門

的講義・実験・実習科目を、最終年次に卒業研究を課す、段階的な教育課程を編成してい

る。また学生のニーズも踏まえ、他大学との単位互換、資格試験の単位認定、附属施設と

学外機関等を活用した実践的教育、共生環境課程森林科学コースにおける JABEE 教育プロ

グラムの実施、学力不足学生への支援講座等多様な学習機会を与えている。この他、柔軟

な卒業・進学の制度も整備している。 

講義、演習、実験、実習をバランスよく配置し、クラス規模を 30 名前後に適正化し、

きめ細かに指導している。セメスター制の徹底、定期的なガイダンスの実施、オフィスア

ワーの周知、宿題やレポート、等による教室外学習の推進、履修単位数上限の緩和等、学

生の主体的学習を促している。 

農学部で実施する授業について、平成 25〜26 年度における農学部学生に対して実施し

た授業アンケートでは、約 80％の学生は高い満足度を示しており（図３）、また教員—学生

間の関係も良好であることが示されている（図４）。 

以上により、教育方法について学生の期待される水準を上回ると判断する。 

 

図３ 平成 25 年度、26 年度に行った学生の授業評価のアンケート結果 
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図４ 平成 25 年度の卒業生に対する、農学部内での教員—学生間の関係についてのアンケ

ート調査 

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

(観点に係る状況) 

卒業要件単位に対する卒業時取得単位の比率は 110％ 、「優」の取得率は 60％ 以上で

ある。また、90％ 以上の学生が標準修業年限で卒業している。獣医学科における過去６年

間の獣医師国家試験の合格率は平均すると 90％であり、全国の新卒者合格者比率とほぼ同

等である（図５）。 

 

図５ 獣医師国家試験の合格率の推移（過去６年間）  

 

 

平成 26 年度の農学部卒業生を対象としたアンケートでは、84％の学生が「大学生活全

般について充実していた」と回答している。また 79％の学生が「農学部で受けた教育につ

いて満足している」と回答しており、80％の学生が「農学部での授業の成績評価について

満足している」と回答し（図６）、56％の学生が「農学部の教員と学生の関係についていろ

いろと接触する機会が多く親密である」と回答している。さらに、入学前に期待していた
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教育が受けられたか、という卒業時の学生アンケートでも２／３の学生が期待した教育が

受けられたと回答している（図７）。  

  

図６ 平成 25 年度の卒業生に対する、卒業時の学生からの成績評価に対するアンケー

ト結調査 

 

 
 

図７ 平成 24～25 年度のかけて卒業生に実施した、教育の満足度に関するアンケート

調査 

 

 

また、JABEE コースである共生環境課程森林科学コースでは平成 18 年度から学外有識者

との懇談会を継続して実施しているが、最近は、毎年の懇談会の実施回数が増加している。

懇談会での意見としては「特に演習林をフィールドとした実習や卒業研究は、社会に出て

からの業務でもたいへん役立っている」などの評価を受けている。（別添資料２） 

 

(水準) 

 期待される水準にある。 

 

(判断理由) 

90％ 以上の学生が標準修業年限内で卒業し、卒業時の単位取得比率が 110％ 、「優」取

得率は 60％以上であり、意欲的な単位取得態度が窺われる。獣医師国家試験の合格率は全
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国水準を維持している。卒業生によるアンケート調査では 8 割の学生が農学部の教育に満

足しており、成績評価についての満足度も高い。 

共生環境課程森林科学コース（JABEE 教育プログラム）では、学外有識者との懇談会に

おいて「特に演習林をフィールドとした実習や卒業研究は、社会に出てからの業務でもた

いへん役立っている」と評価されている。 

これらのことから、学生及び関係者の期待に応える水準にあると判断する。 

 

観点 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

学生の希望する進路・就職の実現に向けて、年間を通じた就職説明会、企業合同セミナ

ー、公務員採用試験ガイダンス等を実施し、指導教員の協力の下、就職支援に努めている。 

 平成 22年度～平成 26年度の農学部卒業生の進路先は就職が 70％、進学等が 30％である。

卒業生は毎年 90％以上の就職率を誇っており（表 23）、その４分の１程度が県内に就職し

ている。主な就職先は公務員、食品産業である（表 24）。また、大学院進学希望者も多く、

毎年 50 名前後が岩手大学や、その他の大学の大学院に進学する者もいる。進学先は、本学

大学院農学研究科が最も多い。 

これら進路は、本学部の教育目的や養成しようとする人材像に即している。 

 

表 23 農学部卒業生の就職率の推移 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

92.9% 92.3% 97.4% 99.3％ 98.1％ 98.7％ 

 

表 24 平成 26 年度卒業生の業種別就職先 

産業分類産業分類産業分類産業分類    男男男男    女女女女    合計合計合計合計    

農業・林業  7 人 7 人 14 人 

漁業     

鉱業・採石     

建設業  4 人 3 人 7 人 

製造業 

食料品・飲料・たばこ 3 人 15 人 18 人 

繊維・衣服    

印刷・同関連業    

化学・石油 3 人 2 人 5 人 

鉄鋼・非鉄・金属製品    

はん用・生産用・業務機械    

電子部品・デバイス    

電気・情報通信機器    

輸送用機械製造業    

その他の製造業 1 人 1 人 2 人 

電気・ガス・水道     

情報通信業  1 人 1 人 2 人 

運輸業  1 人  1 人 

卸売・小売業 5 人 7 人 12 人 

金融・保険業 1 人 3 人 4 人 

不動産・物品賃貸    

学術・研究・専門技術  2 人 2 人 

教育・学習支援 1 人 1 人 2 人 

医療、福祉 3 人 4 人 7 人 
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サービス業  3 人 10 人 13 人 

公務 34 人 32 人 66 人 

 

保護者を対象とした進路懇談会を開催しており、そこでは学生生活全般や学生の就職状

況などに関する説明を行い、参加した保護者より「就職について詳細に聞くことができて

よかった」、「進路状況を知ることができて参考になった」といった肯定的・積極的な意見

が毎年大半を占めている。 

  

(水準) 

 期待される水準にある。 

 

(判断理由) 

学生の希望に沿った就職・進学が高率で達成され、就職支援体制も整っている。岩手県

内の自治体や企業に就職する者も多い。企業や保護者との教育懇談会、進路懇談会も実施

し、進路状況や就職状況を分析報告しつつ、企業や保護者の要望を把握しており、ここで

本学部の就職状況に関する肯定的・積極的な意見が大半を占めることを確認している。こ

れらのことから、学生、保護者、企業、自治体の期待に応える水準にあると判断する。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

(1) 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

国際水準の教育を目指す獣医学教育の充実のために平成 24 年度より獣医学課程は岩手

大学・東京農工大学共同獣医学科に改組した。また、共同獣医学科は全国的な獣医学教育

改善の一環に則り、コアカリキュラムに準じた教育科目を配備して、全国的なレベルに沿

った獣医学教育の質の維持に努めている。これにより、遠隔教育システムを整備して、両

大学の教育資源を効果的に活用するととともに、両大学施設でそれぞれの学生が実習活動

を行うことにより、より充実した学修経験と知見を提供することが可能となった。 

この他、海外大学との連携も進めており、平成 25 年 3 月にカナダのサスカチュワン大

学との大学間協定が締結され、農学部を中心とした学術交流や学生交流を開始した。また

平成 25 年 11 月にはドイツのロッテンブルグ林業大学との部局間協定が締結され、学術交

流が開始した。ロッテンブルグ林業大学とはさらに平成 27 年 5 月に学生交流協定が締結さ

れ、平成 27 年 9 月には本学の学生 12 名が初めてドイツでの研修に派遣された。 

 

(2) 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

共生環境課程森林科学コースは平成 21 年度に JABEE 教育プログラムに認定され、就職

先・学生からのニーズを踏まえた教育を推進している。ここでは、PDCA サイクルに基づく

教育改善の仕組みを構築していることも評価されている。第２期中期目標期間においても、

教育の質の向上をめざして、教育プログラムの実施、成果検証、改善という取り組みを継

続し、平成 26 年度の JABEE 継続審査では、JABEE 基準に対応した教育プログラムの実施や

教育点検システムの体制整備など、教育の成果に関する実績を高く評価された。これによ

り、共生環境課程森林科学コースにおける教育の質の向上が確認され、さらに 6 年間の

JABEE 教育プログラムの延長が認められた。 
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Ⅰ 農学研究科の教育目的と特徴 
 

１．農学研究科の目的 

農学の重点分野である生命科学と環境科学分野において、専門的な知識と高い倫理性、

課題発見・解決能力などを修得することによって、最先端の科学・技術の発展に寄与でき

る研究者と、地域社会や国際社会に貢献できる高度専門職業人の養成を目的としている。 

 

２．研究科の編成 

農学研究科（修士課程）は、昭和 39 年４月に設立された。平成 21 年４月から農学生命

専攻、応用生物化学専攻、共生環境専攻、動物科学専攻、バイオフロンティア専攻の５専

攻で編成している。これにより、広い視野と高い問題意識を持ち、専門的知識と能力を備

えた高度な専門職業人の養成を行っている。 

 

３．農学研究科の教育方針 

本研究科の目的を明確とするため、「学位授与の方針（デイプロマ・ポリシー）」を定め

ている。これを踏まえ、「教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」の下

に専門的な知識の習得に加え、課題発見・解決能力や国際理解力、科学技術者に必要な倫

理性の育成に重点をおいた教育カリキュラムを設定している。また、高度専門教育科目お

よび研究教育重点科目を設置し、専攻ごとに修了者が修得すべき教育内容と達成目標、及

び授業外学習についてシラバスで明確にし、単位制度の実質化を図っている。 

 

４．社会や学生からの要請に対応した授業科目の設置 

科学技術の社会的影響や研究技術者の倫理及び社会的責任に関し考えを深める機会を

提供するため、近年特に社会的関心を集めている「食の安心・安全」についての講義や、

岩手生物工学研究センターの客員教授による遺伝子組換え技術におけるバイオセーフティ

ーに関する授業など、社会や学生からの要請に対応した授業科目の設置している。また、

教育目標である地域の農林業の振興発展に先見性を発揮し貢献できる人材の育成を図るた

め、共通の授業科目として「ベンチャー企業論」を設置している。さらに、企業等におけ

る研究開発や生産・製造・販売現場の体験、あるいは県市町村といった地方自治体での行

政の役割に関する研修など、社会の一員としての自覚を有した人材の育成を目指して「イ

ンターンシップ」を開講している。 

 

５．入学者の受け入れ 

本研究科では、入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）を定め、これに基づき

入学者選抜を実施している。一般選抜（全専攻）に加え、口頭試問による入試（社会人入

試）や 10 月入学制度を実施し、学部卒業後の学生のみでなく、社会人や海外からの留学

生など幅広い層からの入学者を受け入れている。 

 

[想定する関係者とその期待] 

本研究科が想定する関係者とは、本研究科に在籍する学生をはじめとし、さらに自治体、

農学関係の企業、及び地域社会である。学生は、本研究科での教育・学修により専門的な

知識と実験技術を修得するとともに、高度な専門職業人や研究者として必要な課題発見・

解決能力の会得を期待している。また、自治体、農学関係の企業、及び地域社会は、特に

遺伝子組換え技術の安全性や、食品の安全・安心について強い関心を持っており、高い倫

理性を有した研究技術者の育成や、地域地場産業の振興に貢献する人材の育成を求めてい

る。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

１．基本的組織の編成 

農学研究科（修士課程）は、農学の重点分野である生命科学と環境科学分野において、

専門的な知識と高い倫理性、課題発見・解決能力などを修得することによって、最先端

の科学・技術の発展に寄与できる研究者と、地域社会や国際社会に貢献できる高度専門

職業人の養成を目的としている。 

この目的の達成に向けて、農学研究科は、農学生命専攻、応用生物化学専攻、共生環

境専攻、動物科学専攻、バイオフロンティア専攻の５専攻で編成されている（図 1）。各

専攻は人材養成目的並びに学生に修得させる知識・能力を具体的に掲げ、ホームページ

等でこれを公表している（表 1）。 

 

図１ 農学研究科の組織 

（出典：岩手大学 HP http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/master/department/index.html） 

 

表１ 各専攻における人材養成目的並びに学生に修得させる知識・能力 

専攻 人材養成目的並びに学生に修得させる知識・能力 

農学生命専攻 農学生命専攻は、食用作物、園芸作物等の育種や機能開発分野および生産環境、

農作業システム、資源循環、流通技術、農業経営等の生物産業関連分野において、

高度な専門知識、先端技術および研究能力を修得させることにより、食料生産、

流通、経営など広範な生物関連産業で活躍できる高度専門職業人と、寒冷生物資

源の機能開発など農学・生命科学分野で活躍できる研究能力を備えた人材の養成

を目的とする。 

応用生物化学

専攻 

応用生物化学専攻は、栄養生化学、ケミカルバイオロジー、分子栄養学、微生物

機能利用学、生化学、植物栄養生理学、土壌化学、環境土壌学、食品科学、食品

化学工学、調理加工学の分野において、高度な専門知識と先端的な研究技術を修

得させることにより、食品を含むバイオ関連産業で活躍する高度専門職業人と、

生命現象の解明や生物資源の高度利用、地球レベルでの環境保全等を目指す研究

能力を備えた人材の養成を目的とする。 

共生環境専攻 共生環境専攻は、農林業の生産環境と物質循環および農山村固有の動植物からな

る生態系の理解を基礎に、森林や農地に関わる自然科学と社会科学の知識を集積

し、持続的な食糧生産、森林資源の持続的な管理・利用、諸機能の発見と展開、

生物多様性の保全などに寄与できる研究能力を備えた人材と、地域社会や国際社

会に貢献できる高度専門職業人の養成を目的とする。 

http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/master/department/index.html


岩手大学農学研究科 分析項目Ⅰ 

－8-4－ 

 

動物科学専攻 動物科学専攻は、動物栄養学、動物遺伝育種学、家畜繁殖学、動物資源利用学、

動物管理学、基礎獣医学、病態獣医学、応用獣医学、臨床獣医学の分野において

高度な専門知識と先端的な研究技術を修得させることにより、地域社会や国際社

会において、動物関連産業で活躍する高度専門職業人と、ヒトと動物が共生する

豊かな社会の実現を目指す研究能力を備えた人材の養成を目的とする。 

バイオフロン

ティア専攻 

バイオフロンティア専攻は、寒冷環境に適応する種々の生物に見られる多様な生

命活動を対象に、最先端のバイオサイエンスおよびバイオテクノロジーに関する

統合的な学習を通し、生物生産から人類の生活の質（Quality of Life）の向上、

および、人類と生物の共生について理解を深めるとともに、バイオサイエンス分

野で国際的に活躍できる研究能力を備えた人材や問題解決能力のある高度専門

職業人の養成を目的とする。 

出典：岩手大学 HP 教育研究上の目的 

http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/master/purpose/index.html 

 

２．入学者の受入 

入学者の受け入れについては、アドミッション・ポリシーを設定し、出願資格、選抜方

法等とともに大学 web サイト（岩手大学 HP 岩手大学入試情報 

http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/kenkyuka_admission_policy.html）にて公開し、10 月

および４月入学者の入学試験を実施している（表２）。 

 

表２ 農学研究科の入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー） 

  岩手大学農学研究科は、農学の重点分野である生命科学と環境科学分野において、専門的な

知識と高い論理性、課題発見・解決能力などを修得することによって、最先端の科学・技術の

発展に寄与できる研究者と、地域社会や国際社会に貢献できる高度専門職業人を養成すること

を目的としています。 

このような観点から、本研究科では、それぞれの分野の学修・研究に必要な専門的基礎学力

と語学力、および次のような資質・能力を有する人を求めます。  

1.寒冷環境における生命科学分野の研究や生物資源の機能開発および人間の健康に役立つ食

品の利用開発に取り組み、それらの研究成果を地域から世界に発信しようとする人 

2.わが国の食料自給率の向上と環境保全型農林業の発展に使命感を持ち、農学を駆使して幸福

感溢れる地域の農林業振興をライフワークにできる人 

3.人と環境との共生、環境と経済とのバランスを探求し、国内外を問わず豊かな地域社会の構

築に情熱を注ぎ込むことができる人 

出典：岩手大学 HP 岩手大学入試情報 

 http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/kenkyuka_admission_policy.html 

 

農学研究科の入学定員は農学生命専攻 20 名、応用生物化学専攻 15 名、共生環境専攻

16 名、動物科学専攻８名、バイオフロンティア専攻８名で合計 67 名である。過去６年

間（平成 22～27 年度）の平均入学者数は、定員の約 90％ となっている。（表３）。また、

修士課程修了後、さらに研究を深めたい場合は岩手大学連合農学研究科の博士課程に進

学している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/master/purpose/index.html
http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/kenkyuka_admission_policy.html
http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/kenkyuka_admission_policy.html
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表３ 農学研究科の入学者受入状況 

  平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

  人数 (％) 人数 (％) 人数 (％) 人数 (％) 人数 (％) 人数 (％) 

大学院入学定員（修士） 67  67  67  67  67  67  

入学

者数 

（）内数値は充

足率 

81 (121) 58 (87) 58 (87) 47 (70) 61 (91) 57 (85) 

 岩手大学農学部

出身者（％） 

67 (83) 55 (95) 52 (90) 40 (85) 59 (97) 50 (88) 

 他大学出身者数

（％） 

9 (11) 3 (5) 4 (7) 4 (9) 2 (3) 1 (2) 

 外国の学校卒

（％） 

5 (6) 0 (0) 2 (3) 3 (6) 0 (0) 6 (10) 

＊各区分には１次、２次、10 月入学の合計。 

 

３．教員の構成 

本学の教員は、専門分野毎に全学一元化された学系に所属している。農学研究科担当

の教員は、環境科学系、応用生命科学系、動物医科学系の学系のいずれかに属しており、

他の研究科・専攻の教員との研究交流が活発に行われている。 

また、農学研究科において教育・研究指導を担当する教員の構成に関しては、平成 27

年３月現在 76 名となっており、大学院設置基準を満たしている（表４）。女性教員の増

加にも積極的な姿勢で取り組み、男女共同参画を推進している（※）。その結果、女性

教員の比率は平成 22 年度の 8.9％から平成 27 年度 9.2％へと増加した。 

 

※ 中期計画【45】（Ⅱ－１－６） 

ワーク・ライフ・バランスに配慮し、男女、様々な年代層が働きやすい環境を整備する。 

 

表４ 平成 27 年度農学研究科の教員現員数 

専攻名 教授 准教授 講師 助教 計 

農学生命専攻 ７ 10（１）  １ 18 

応用生物化学専攻 ７（１） ４  １（１） 12 

共生環境専攻 10 10 ３（２） １ 24 

動物科学専攻 ４ ５（１）  １ 10 

寒冷バイオフロンティア専攻 ６ ５ １（１）  12 

    （ ）内は女性教員数で内数 

 

４．教育・研究指導の体制 

教育・研究指導体制としては、各学生の研究指導に責任を持つ主任指導教員の他、修

士論文の作成に当たっては、さらに２名の教員が修士論文の作成指導を行っている。学

外非常勤講師を採用することで、関連分野における最新のトピックに関する講義（別添

資料１～６ 該当資料のシラバス）を行うことにより授業科目の充実を図っている。特

に、本研究科の連携大学院である岩手生物工学研究センターの客員教授が植物バイオテ

クノロジーと遺伝子組換え技術におけるバイオセーフティーに関する授業を担当し、最

先端の遺伝子組換え技術の社会的影響等についても深く学修することができる。 

 

＜H27 年度非常勤講師担当科目＞（別添資料１～６） 

ベンチャー企業論、農業労働科学特論、応用生物化学特別講義、森林科学特別講義、農

村環境デザイン学特別講義、遺伝子農学特論 

 



岩手大学農学研究科 分析項目Ⅰ 

－8-6－ 

 

５．教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

FD 活動は、農学部と協力して実施し、組織的な教育方法の継続的改善を図っている。

研究科独自の FD は、研究科学務委員会が企画し、連合農学研究科と連携して実施している。 

学生による授業評価は全授業を対象に実施しており、授業改善に役立てるために集計結

果を担当教員に通知している。 

農学研究科では全学統一拡張Web シラバス（アイアシスタント）を導入している。アイ

アシスタントはシラバス機能だけでなく、授業記録や資料の配布、課題提出やその指導と

いった双方向機能と事務連絡機能も持ち、各授業の特性に合わせて活用されている。各教

員はこれを利用し、シラバスの作成、授業記録の蓄積、それに基づく自己検証を日常的に

行い、その結果を次年度の授業改善に活かしている。 

農学研究科における教育内容、教育方法の改善に向けて、農学部企画室が企画し、研究

科教授会の議を経て実施される体制をとっている。この体制で、学生アンケート調査を実

施し、その結果も踏まえ、研究教育重点授業科目、高度専門教育重点授業科目、研究基礎

科目などの授業カリキュラムの改善を実施した。 

平成 28 年１月に行なった大学院修士課程に対するアンケート調査の結果では、72％の

学生が、自分の修士課程について、「思った通り、やりがいを感じている」と肯定的に答え

ている（図２）。 

 

 

図２ 大学院修士課程に対するアンケート調査（複数回答） 

 

 

 

６．附属施設を活用した実践的教育 

岩手大学農学部には、寒冷フィールドサイエンス教育研究センター、寒冷バイオシステ

ム研究センターが設置されている。これら２附属施設は、農学研究科における学生の教育・

研究実践の重要な場としても活用されている(表５)。 
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表５ 寒冷フィールドサイエンス教育研究センターおよび 

寒冷バイオシステム研究センターを利用して行われた修士特別研究の例 

利用した附属施設 修士論文課題名 

寒冷フィールドサイエンス教育

研究センター 

ハイブッシュブルーベリーにおける夏秋季の開花、結

実特性に関する研究 

高性能林業機械の燃料消費特性 

ブルーベリー果実の成熟に対するエチレン及びアブシ

ジン酸の役割 

リンゴ‘はるか’果実の糖蓄積特性に関わる要因解析 

スギ高齢人工林における介在木の樹冠構造と個体成長 

寒冷バイオシステム研究センタ

ー 

リンドウW14/15エステラーゼのシロイヌナズナ相同遺

伝子 AtMES の発現動態 

植物細胞におけるオルガ根ら凍結動態とその機構およ

び生理的意義に関する研究 

発熱植物の呼吸調節機構に関する研究 

大腸菌におけるタンパク質膜挿入機構の解明 

出典：平成22年度～平成26年度 附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター年報、

平成 22～26 年度 附属寒冷バイオフロンティア研究センター年報 

 

７．地域社会や雇用先からのアンケート調査結果 

 平成 26 年に岩手大学農学部の卒業生・修了生が就職した全国の企業 152 社に対して、平

成 28 年度に企画している改組後の農学専攻の修了生に対する採用計画についてアンケー

トを取ったところ、約 55％が修了生を採用したいと回答した（図３）。また、社会的な必

要性に関しても、約 85％の企業から社会的な必要性があると回答した。これらの結果より、

卒業生が雇用先の企業において活躍しており、本研究科が社会的および雇用先の現場で望

む能力を有する人材を輩出できており、期待に応えていることがわかる。 

 

 

Ｑ．平成 28 年度改組後の農学専攻の修了生に対する採用計画について 
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採用する予定は無い 
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Ｑ．平成 28 年改組後に計画している農学専攻の社会的な必要性について 

 

図３ 平成 26 年 岩手大学農学部の卒業生・修了生が就職した全国の企業 152 社に対する

アンケート結果 

 

(水準)  期待される水準にある。 

(判断理由) 

農学研究科では、生命科学分野と環境科学分野において最先端の科学・技術の発展に寄

与できる研究者又は、地域社会や国際社会に貢献できる高度専門職業人の養成を目指し、

その教育目的を達成するために適切な教員組織、指導体制を整備し、また教育内容・方法

の検証・改善体制も機能している。在学生や地域社会には本研究科に関するアンケート調

査を実施し、その結果から期待される人材養成目標に応じた専門教育を行っていることが

明らかになっている。以上のことから、本研究科の教育実施体制は関係者の期待に応える

水準にあると判断できる。 

 

観点 教育内容・方法                            

(観点に係る状況) 

１．教育課程の編成 

平成 21 年度の教育組織改編に伴い、各専攻における入学者受入の方針（アドミッション・

ポリシー）、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成の方針（カリキュラ

ム・ポリシーを新たに設定した（表２、６、７） 

表６ 農学研究科のディプロマ・ポリシー 

岩手大学大学院農学研究科では、所定の課程を修了し、次項並びに各専攻で定める各専攻

の学位授与の方針に該当する者に学位を授与する。 

 (情報分析力・語学力・コミュニケーション力等の汎用的能力) 1.農学分野で必要とされ

る情報を収集、分析し、学問的課題を発見する能力を有する。 

(研究成果の発表等) 2.学問的コミュニケーション能力と研究成果の発信能力を有する。 

(社会への貢献) 3.修得した知識・能力を基礎にして、豊かな地域社会の構築あるいは最先

端の科学・技術の発展に貢献する意欲を有する。 

農学生命専攻 (専門分野の基礎的な知識) 1.農学・生命科学分野における農作物の育種

や機能開発分野および食料生産、流通、経営などの生物産業関連分野に

おいて必要な基礎知識を有する。 

(専門分野の応用的な知識) 2.上記の応用知識を有する。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 3.上記の知識と理解に基づき、高度専

門技術者あるいは研究者として農学・生命科学分野における未知の課題

を見出し、かつ、それを解決する能力を有する。 

応用生物化学

専攻  

 

(専門分野の基礎的な知識) 1.微生物や動植物などの生物資源に関する分

子レベルから生態系レベルまでの生命現象や食品素材の特性を理解する

ための基礎的な知識を化学的な視点で理解する能力を有する。 

71.7% 

13.8% 

0.7% 

0.0% 4.6% 

9.2% 社会的必要性は高い 

いくらかは必要性を感じる 

あまり必要性を感じない 

必要性は無い 

解らない・その他 

未記入 
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(専門分野の応用的な知識) 2.生物資源に関する基礎知識を活用して社会

貢献するために必要な高度の専門知識と応用力を有する。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 3.生物資源や食品素材に関する知識と

理解を基礎に、食糧、環境、健康に関する諸課題･未知事項について多面

的に思考し課題を解決する能力を有する。 

共生環境専攻 (専門分野の基礎的な知識) 1.農山村地域の生産環境，物質循環および生

態系に関する基礎的な知識と技術を有する。 

(専門分野の応用的な知識) 2.持続可能な地域社会の実現に貢献するため

に必要な高度な専門知識と応用力を有する。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 3.農山村地域を中心とした生産活動に

おいて人と自然の共生に関する創造的課題に取り組み解決できる能力を

有する。 

動物科学専攻 (専門分野の基礎的な知識) 1.動物生産および動物科学分野に関する基礎

的な専門知識と技術を有する。 

(専門分野の応用的な知識) 2.地域社会や国際社会において、動物関連産

業の発展に貢献できる応用力と技術を有する。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 3.高度専門技術者あるいは研究者とし

て、動物生産分野、動物科学分野、動物の環境保全分野の需要を多角的

に捉え、その課題解決に取り組む実践力ならびに研究遂行能力を有する。 

バイオフロン

ティア専攻 

(専門分野の基礎的な知識) 1.最先端のバイオサイエンスおよびバイオテ

クノロジーに関する種々の生命現象の基礎的な知識を有する。 

(専門分野の応用的な知識) 2.最先端のバイオサイエンスおよびバイオテ

クノロジーに関する種々の生命現象の基礎的な知識を活用して、生命分

野および人と生物の共生のために必要な応用力と技術力を有する。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 3.バイオサイエンス分野で国際的に活

躍できる能力と生命活動における問題解決ができる能力を有する。 

出典：岩手大学 HP 大学紹介 学位授与の方針 農学研究科 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/di_policy/agr_grad_m.shtml 

 

表７ 農学研究科のカリキュラム・ポリシー 

(情報分析力・語学力・コミュニケーション力等の汎用的能力)  

1.農学分野で必要とされる情報分析力・語学力・コミュニケーション力等の汎用的能力を

身につけさせるため、「科学技術英語」、「研究企画デザイン演習」を配置している。 

(研究成果の発表等)  

2.学会等での発表を行うことにより、研究成果を発表する能力を身につけさせることを内

容とする「研究推進演習」を課している。また、「科学技術英語」では英語による研究発表

ができるようになることを目標としている。 

(社会への貢献) 

3.修得した知識・能力を基礎に社会へ貢献できるようになるための準備として「インター

ンシップ」を配置している。また、「ベンチャー企業論」では起業、知的財産管理などの基

本的知識を提供している。 

農学生命専攻 (専門分野の基礎的な知識) 

 1.農学・生命科学分野における作物、蔬菜花卉、果樹の育種・機能

開発分野および食料生産施設、機械システム、流通、経営、資源循環

などの生物産業関連分野において必要な基礎知識を身につけさせる

ために、研究教育重点授業科目を配置している。 

(専門分野の応用的な知識)  

2.上記の応用知識を身につけさせるために、高度専門教育重点授業科

目を配置している。 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/di_policy/agr_grad_m.shtml
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(専門性に基づいた問題解決能力) 

3.上記の知識と理解に基づき、高度専門技術者あるいは研究者として

農学・生命科学分野における未知の課題を見出し、かつ、それを解決

する能力を身につけさせるために、生物資源科学特別講義ならびに

「生物産業科学特別講義」を配置し、また修士論文執筆と研究成果の

発表を内容とする「農学生命特別研究」を課している。 

応用生物化学専攻 (専門分野の基礎的な知識) 

1.応用生物化学専攻で必要とされる専門分野の基礎的な知識を身に

つけさせるために、生化学・酵素化学系の科目、栄養・食品科学系の

科目、生物圏科学系の科目を提供している。 

(専門分野の応用的な知識) 

2.専門分野での応用的な知識を身につけさせるために、複合的で広範

囲な高度専門領域に関する科目を配置している。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 

3.修得した知識・能力を基礎に、専門性に基づいた問題解決能力をつ

けて社会貢献できるようになるために、「応用生物科学特別講義」を

配置し、また修士論文執筆と研究成果の発表を内容とする「応用生物

化学特別研究」を課している。 

共生環境専攻 (専門分野の基礎的な知識)  

1.共生環境専攻において基礎的な知識と技能を修得するために、農山

村地域の生産環境，物質循環および生態系に関する研究教育重点授業

科目を配置している。 

(専門分野の応用的な知識) 

2.上記の応用的な知識と技能を修得するために、高度専門教育重点授

業科目を配置している。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 

3.修得した知識と技能により農山村地域を中心とした生産活動にお

いて人と自然の共生に関する創造的課題に取り組み解決する能力を

身につけさせるために、「共生環境学特別講義」等の集中講義を配置

し、「共生環境特別研究」において研究に取り組み修士論文を執筆す

る。 

動物科学専攻 (専門分野の基礎的な知識) 

1.動物科学分野を学んでいくのに必要な基礎的な知識を修得させる

ために，学部教育を深化させた形で研究教育重点授業科目を配置して

いる。 

(専門分野の応用的な知識) 

2.専門分野について、より幅広く、且つ、深く学ぶために、応用面を

考慮した上で高度専門教育重点授業科目を配置している。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 

3.修得した様々な知識・技能を用いて動物科学分野の社会的問題を解

決するために、「動物科学特別講義」を置くことで、より多角的問題

意識の高揚を図るとともに、「動物科学特別研究」を課すことで、全

学生がそれぞれのテーマに沿った研究に取り組み、その成果の発表と

修士論文を執筆する。 

バイオフロンティ

ア専攻 

(専門分野の基礎的な知識) 

1.最先端のバイオサイエンスおよびバイオテクノロジーに関する

種々の生命現象の基礎的な知識、特に分子レベルにおける知識を身に

つけさせる事を目標として研究教育重点授業科目を配置している。 
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(専門分野の応用的な知識)  

2.生命現象の分子メカニズムの理解を基盤として、人と生物の共生を

めざした応用的能力を身につけさせるために、様々な生物の応用に関

する高度専門教育重点科目を配置している。 

(専門性に基づいた問題解決能力) 

3.バイオサイエンス分野で国際的に活躍できる能力を獲得させ、問題

解決できる能力を身につけさせるために、「バイオフロンティア特別

講義」を配置し、また修士論文執筆と研究成果の発表を内容とする「バ

イオフロンティア特別研究」を課している。 

出典：岩手大学 HP 大学紹介 教育課程編成・実施の方針 農学研究科 入試 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/cu_policy/agr_grad_m.shtml 

 

岩手大学大学院農学研究科では、ディプロマ・ポリシーに対応して、研究科全体および

各専攻においてカリキュラム・ポリシーを策定し、教育課程を編成している。これを踏ま

え、研究科共通の「研究基礎科目」および各専攻独自の科目を配置している（表８）。 

 

 

表８ 農学研究科を構成する授業科目 

 

 

２．学生や社会からの授業に対する要請への対応 

学生の学びの幅を広げるため、他専攻、他研究科の授業科目を上限 10 単位まで修了要

件の選択科目として履修可能である。また、そのうちの６単位まで学士課程の授業科目を

履修することも出来る。 

また、他の大学院の学生で、本研究科の授業科目を履修したい希望があるときは、特別

聴講生として受け入れる制度を設けている。 

 

（参考 岩手大学 HP 岩手大学大学院農学研究科規則 

http://www.iwate-u.ac.jp/jouhou/kisoku/kyoiku/nougaku_kenkyu_kisoku.pdf） 

 

社会人や外国人留学生の就学にも配慮し、年に２回（４月と 10 月）入学の機会を設け

ている（※）。また、社会人特別選抜制度を整備しており、社会人学生の授業等の実施にあ

研究基礎科目（必修、研究教育重点・高度専門教育重点共通） 

研究企画デザイン演習   

研究推進演習   

研究基礎科目（選択、研究教育重点・高度専門教育重点共通） 

科学技術英語   

ベンチャー企業論   

インターンシップ   

専門科目（必修） 

特別研究   

専門科目（選択） 

 研究教育重点授業科目 高度専門教育授業科目 

農学生命専攻  10 科目  10 科目 

応用生物化学専攻  ８科目  ７科目 

共生環境専攻  10 科目  19 科目 

動物科学専攻  ６科目  ６科目 

バイオフロンテイア専攻  ８科目  ６科目 

http://www.iwate-u.ac.jp/policy/cu_policy/agr_grad_m.shtml
http://www.iwate-u.ac.jp/jouhou/kisoku/kyoiku/nougaku_kenkyu_kisoku.pdf
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たっては、夜間等の特別な時間帯または長期休業等の特別な時期に履修できるよう配慮し

ている。 

 

（参考 岩手大学 HP 岩手大学入試情報 

http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/nyushi_jyoho/pdf/H28/youkou/2710nouken.pdf 

http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/nyushi_jyoho/pdf/H28/youkou/2804nouken.pdf） 

※ 中期計画１－１－３－１ 

秋季入学を実施する研究科を増やし、留学生・社会人を積極的に受け入れる。 

 

社会からの要請への対応としては、近年特に社会的関心を集めている「食の安心・安全」

について、動物医学食品安全教育研究センターの「卒後・大学院教育プログラム」による

「食品安全管理科学特論」、「食品安全管理科学実習」や、岩手生物工学研究センターの客

員教授による遺伝子組換え技術におけるバイオセーフティーに関する授業を行っている。

また、教育目標である地域の農林業の振興発展に先見性を発揮し貢献できる人材の育成を

図るため、共通の授業科目として「ベンチャー企業論」を設置している。さらに、社会の

一員としての自覚を有した人材の育成を目指して「インターンシップ」を開講している。 

 

３．授業形態の組合せと学修指導法の工夫 

授業形態としては、講義、演習、ゼミナール形式、講義と演習あるいはゼミナールを組

み合わせた複合型の授業が行われており、教育目的に合わせて多様な形態で開講されてい

る。学修指導法の工夫については、少人数授業、対話、討論型授業、フィールド型授業、

多様なメディアを高度に利用した授業、情報機器の活用や現場体験等を採用している。ま

た、地方自治体や民間団体と連携をとりながら、自治体へのヒアリング調査や地域づくり

ワークショップの企画・運営に参加させるなど、多様な学修機会を提供している。 

学生は TA として採用され、学士課程の実験・実習に参画することで、研究能力、コミ

ュニケーション能力を養うなど、この職務が教育的機能の訓練の場となっている。 

シラバスはすべての授業科目でアイアシスタントを用いて作成し、入学時に学生に冊子

を配布するとともに、大学ホームページで公開し、インターネットで閲覧できる。また、

学生が適切な授業科目を選択するように主任指導教員が履修指導を行い、最大限の教育効

果を挙げられるような工夫をしている（※）。 

各専攻の授業は演習、講義など幅広い形式で行われており、予習・復習が必須な授業編

成となっている。また、研究の進捗状況を確認するため、中間研究発表会や研究室・研究

グループごとのゼミナールを通じて指導を行っている。 

専攻共通の選択科目として「科学技術英語特論」を設け、英語による論文作成や研究発

表の演習を行っている。学修成果を高めるために能力別クラス編成による少人数授業とし、

主に外国人教員が担当している。さらに、専門必修科目の「特別研究」を 10 単位とし（修

了要件の 30 単位中三分の一）、研究に重点を置いている。特別研究の成果は、積極的に専

門分野の学会や研究会での発表や、国際的な学術雑誌の論文発表に積極的に繋げている。

また、最終試験である修士論文発表会を一般公開することにより、学外関係者から教育成

果の評価を聴取する機会を作っている。 

 

 岩手大学 アイアシスタント（全学統一拡張 Web シラバス） 

http://ia.iwate-u.ac.jp/i_index.htm 

 

 

４．主体的な学修の促進 

学生の主体的な学修を促進するため、入学式後のオリエンテーションに加え、専攻ごと

に履修指導のガイダンスを行っている。修士論文である特別研究 10 単位を除く２年間の履

修単位数は 20 単位以上であり、教室外の学修時間を十分確保できるよう配慮している。平

http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/nyushi_jyoho/pdf/H28/youkou/2710nouken.pdf
http://www.iwate-u.ac.jp/nyusi/nyushi_jyoho/pdf/H28/youkou/2804nouken.pdf
http://ia.iwate-u.ac.jp/i_index.htm
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成２６年度の後期授業学生アンケートによると、授業外で１日当たり５時間以上学修して

いる学生が 76.5％となっており、単位も実質化している（後掲 表 12 参照）。また、成績

評価は高度な専門・技術の修得、倫理性、独創性及び課題探求・解決能力を中心とした多

様な成績評価基準がシラバスに明記され、アイアシスタント上で公開しており、この基準

の基に５段階評価で厳密に行っている（※）。さらに、学生の課題発見、研究立案及び発表

の能力を評価する「研究企画デザイン演習」（別添資料７ 該当資料のシラバス）及び学会

発表や複数の指導教員が参加する発表会、報告会を通じて研究計画や成果についてのプレ

ゼンテーション能力を評価する「研究推進演習」（別添資料８ 該当資料のシラバス）を実

施している。これら成績評価のあり方や研究報告会の開催も、学生の主体的学修を促進し

ている。 

 

 

 

(水準)  期待される水準にある。 

(判断理由) 

学生の進路に対応した、きめ細かな教育を実現するために、研究教育重点授業科目と高

度専門教育重点科目を提供し、自らの進路希望に応じて学生に選択させている。また、地

域社会のニーズに応えて、バイオセーフティー論、ベンチャー企業論等の講義やインター

ンシップの実習を開設している。さらに、上限を設けて他研究科、学部（学士課程）の授

業も履修できるようにしている。社会人や外国人留学生のために 10 月入学や特別な時間帯、

時期に履修できるよう配慮している。授業の目的、到達目標、授業概要、教室外学修、成

績評価の方法等を詳しく記述した全授業科目のシラバスを作成し、大学ホームページで公

開している。在学生を対象とした授業アンケートの集計結果においても、授業外で５時間

以上修学している学生が 76.5％となっており、主体的な学修がなされていることがうかが

える（表 12）。さらに、アンケートでは、「講義に興味が持てた」とする回答が約 92％であ

り、「授業内容が理解できた」とする回答が約 75％ となっており、主体的な学修を促すこ

とにより、学生にとって満足度の高い講義を実施できていることも明らかとなっている（別

掲参照 表 12）。これらのことから、本研究科の教育内容は社会人や留学生なども含む学

生のみならず、高度専門職業人や研究者の育成を求める関係者の期待に応えられる水準に

あると判断される。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果                         

(観点に係る状況) 

１．学生が身に付けた学力や資質・能力 

平成 22 年度から 26 年度までの修了者における修了要件単位数に対する単位取得率は平

均 107％ であり、秀および優の比率は 92％である。また、平成 22 年度から 26 年度におい

て、標準修業年限で修了し、学位（修士）を取得した人数は入学者数の 83％であった（表

９）。これら単位取得、学業成績、学位取得の成果から、平素の良好な学修状況を確認でき

る。 
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表９ 農学研究科修了生の成績比率 

修了年月 

入学者数 修了生数 標準修業

年限の修

了者 

標準年限

内の修了

率（％） 

修得単位数 (%) 

    秀 優 良 可 合計 

平成22年９月 2 1 1 50  100   100 

平成23年３月 65 61 58 89 16 78 5 1 100 

計 67 62 59 88 16 78 5 1 100 

平成23年９月 1 1 1 100 7 80 13 0 100 

平成24年３月 75 62 62 83 15 78 6 1 100 

計 76 63 63 83 15 77 7 1 100 

平成24年９月 6 6 4 67 12 77 6 5 100 

平成25年３月 58 47 44 76 13 80 6 1 100 

計 64 53 48 75 13 79 6 2 100 

平成25年９月 0 2 0 - 3 86 11 0 100 

平成26年３月 55 52 48 87 15 75 8 2 100 

計 55 54 48 87 15 75 8 2 100 

平成26年９月 3 1 1 33 6 91 0 3 100 

平成27年３月 47 41 39 83 15 79 5 1 100 

計 50 42 40 80 14 80 5 1 100 

合  計 312 274 258 83 15 79 6 1 100 

＊修得した単位数は修了要件以外を含む全ての単位数である。不可、保留、放棄は含まない。 

 

 

学生の学会発表件数（国内および国際学会の総計）については、法人後４年間（平成 16

～19 年度）の年間平均発表回数が 68 回であるのに対し、平成 22 年度から平成 26 年度間

では 86 回と増加しており、学生の研究能力とプレゼンテーション能力の向上を示している

（表 10）。さらに、平成 22 年度から平成 26 年度間において、学生が第一著者として執筆

し学術誌に掲載された論文が、数の増減はあるものの毎年必ずあることから学生の研究能

力、論理構成力、論文執筆能力の向上が各専門分野において認められるレベルであること

を示している。 

 

表 10 農学研究科学生の学会発表回数及び学術論文掲載回数 

（平成 22～26 年度岩手大学農学部年報より集計） 

 

           年度 

種別 

平成22年

度 

平成23年

度 

平成24年

度 

平成25年

度 

平成26年

度 

学会発表回数 

国内学会 71 71 81 78 90 

国際学会 3 8 7 13 7 

計 74 79 88 91 97 

第一著者学術論

文掲載回数 

日本語 7 1 1 6 7 

英語 3 1 0 2 0 

計 10 2 1 8 7 

第二著者学術論

文掲載回数 

日本語 4 0 1 2 0 

英語 9 0 9 9 0 

計 13 0 10 11 0 
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◎この講義を履修した理由（複数回答）

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
研究テーマと関連しているから 33 26.6% 26 29.5% 41 23.4% 33 26.6% 34 24.6%
研究テーマに直接関連しないが、講義内容に興味があったから 63 50.8% 53 60.2% 91 52.0% 63 50.8% 82 59.4%
単位取得が容易であると聞いたから 7 5.6% 1 1.1% 3 1.7% 7 5.6% 2 1.4%
都合のいい時間帯に開講していたから 17 13.7% 5 5.7% 28 16.0% 17 13.7% 16 11.6%
他に受けたい科目がないので仕方なく 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 1 0.7%
その他 2 1.6% 3 3.4% 12 6.9% 2 1.6% 2 1.4%
無回答 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 1 0.7%
合計 124 100.0% 88 99.9% 175 100.0% 124 100.0% 138 100.0%

回答者数（合計－無回答） 123 88 175 123 137

◎この授業に興味が持てたか

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
とても興味が持てた 48 49.5% 58 69.9% 70 50.4% 48 49.5% 68 57.6%
まあまあ興味が持てた 47 48.5% 24 28.9% 62 44.6% 47 48.5% 41 34.7%
どちらともいえない 1 1.0% 1 1.2% 7 5.0% 1 1.0% 8 6.8%
あまり持てなかった 1 1.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0% 1 0.8%
全く持てなかった 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
合計 97 100.0% 83 100.0% 139 100.0% 97 100.0% 118 100.0%
回答者数（合計－無回答） 97 83 139 97 118

◎この授業を理解できたか

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
よく理解できた 32 33.0% 28 33.7% 38 27.3% 32 33.0% 39 33.1%
まあまあ理解できた 55 56.7% 40 48.2% 81 58.3% 55 56.7% 67 56.8%
どちらともいえない 7 7.2% 11 13.3% 15 10.8% 7 7.2% 9 7.6%
あまり理解できなかった 3 3.1% 4 4.8% 5 3.6% 3 3.1% 3 2.5%
全く理解できなかった 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
合計 97 100.0% 83 100.0% 139 100.0% 97 100.0% 118 100.0%
回答者数（合計－無回答） 97 83 139 97 118

◎この授業は、現在取り組んでいる研究を進めるために役立ったか

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
非常に役に立った 28 28.9% 36 43.4% 48 34.5% 28 28.9% 40 33.9%
やや役に立った 39 40.2% 36 43.4% 57 41.0% 39 40.2% 47 39.8%
どちらともいえない 27 27.8% 10 12.0% 27 19.4% 27 27.8% 21 17.8%
あまり役に立たなかった 3 3.1% 1 1.2% 5 3.6% 3 3.1% 10 8.5%
全く役に立たなかった 0 0.0% 0 0.0% 2 1.4% 0 0.0% 0 0.0%
無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
合計 97 100.0% 83 100.0% 139 100.0% 97 100.0% 118 100.0%
回答者数（合計－無回答） 97 83 139 97 118

選択項目

選択項目

H２５前期

選択項目
H２５前期

H２５前期

選択項目
H２５前期

H２５後期

H２５後期

H２５後期

H２５後期

H２３前期

H２３前期

H２３前期

H２３前期

H２２後期

H２２後期

H２２後期

H２２後期

H２３後期

H２３後期

H２３後期

H２３後期

２．学業の成果に関する学生の評価 

全授業科目において受講者の満足度、学修成果等を問うアンケートの結果、平成 22 年

から平成 25 年度の間では、「この授業を理解できた」との回答が約 87.4％（表 11）、また

平成 26 年度のアンケート（＊）においても、「この授業を理解できた」との回答が約 75.4％

と肯定的な評価が否定的な評価を大きく上回っており、学業の成果に関する学生の評価が

高いことを確認できる（表 12）。 

 

＊平成 26 年度から授業アンケートの内容を変更 

 

表 11 平成 22～25 年度学生授業アンケートの集計表 
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表 12 平成 26 年度後期学生授業アンケートの結果 

＊平成 26 年度から授業アンケートの内容を変更 

 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

修業年限内に十分な学業成果が得られるよう適切な教育が行われた結果、平成 22 年度

から平成 26 年度までの修了生の 94％が標準修業年限で修了している。学業の成果は、学

会発表および論文掲載回数に最も強く反映されており、平成 22 年度から平成 26 年度の年

間平均学会発表数は、平成 16 年度から平成 19 年度の年間平均発表数と比較して約 1.3 倍

に増加している（表 10）。本研究科の想定する関係者が、「専門的な知識と実験技術ととも

に、高度な専門職業人や研究者として必要な課題発見・解決能力を習得する」ことを期待

しているのに対し、上記の成果は「高度専門職業人や研究者として得られた成果を適切に

まとめ、発信できる能力」も高度に育成できているといえる。また、授業に対する学生ア

ンケートの結果でも、「授業が理解できた」「ほぼ理解できた」との回答が約 85％を占め、

学修の成果を確認できる。この他、雇用先の意見聴取でも本学修了者が身に付けた学業成

果について、肯定的な評価を受けている。これらのことから、本研究科の目的を達成する

ため学生が期待する水準を上回る学業の成果が得られていると判断する。 
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観点 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

１．修了後の進路の状況 

本研究科では、農学分野における研究者と高度専門職業人の育成が行われている。平成

22 年度から平成 26 年度までの修了者の主な進路は、博士課程進学者約８％、学術・研究・

専門技術職約 10％、食品産業・化学系を主とする製造業約 15％、農学系を中心とした公務

員 13％、教育・学習支援職約７％となっている（表 13）。このように、生命、食料、環境

に関する分野で世界レベルの活躍ができる人材と地域の農林業の振興発展に先見性を発揮

し貢献できる人材の育成が行われている。なお、就職者（平成 22～26 年度の就職者総数）

のうち約 22％は、岩手県内の企業に就職しており、地元岩手の活性化に貢献している。 

 

表 13 平成 22～26 年度における修了生の就職状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岩手大学キャリア支援課アンケート集計結果 

 

２．雇用者からの意見聴取の結果  

観点・教育実施体制の「７．地域社会や雇用先からのアンケート調査結果」で示した通

り、平成 26 年に岩手大学農学部の卒業・修了生が就職した全国の企業 152 社に対して、平

成 28 年度に企画している改組後の農学専攻の修了生に対する採用計画についてアンケー

ト調査を行った結果、約 55％が修了生を採用したいと回答した。また、社会的な必要性に

関しても、約 85％の企業から社会的な必要性があると認識されている。これらのことは、

本研究科の教育や人材養成機能が、修了生雇用者（企業）の期待に応えてきたからと判断

できる。 

 

(水準)  期待される水準にある。 

(判断理由) 

平成 22 年度から平成 26 年度までの修了者の主な進路は、博士課程進学者、学術・研究・

専門技術職、食品産業・化学系を主とする製造業、農学系を中心とした公務員、教育・学

修支援職となっている。卒業・修了生が就職した全国の企業に対するアンケート調査結果

でも、約 85％の企業から本研究科の社会的必要性を認識する回答が寄せられた。このよう

に、本研究科の目的である生命、食料、環境に関する分野の研究者の育成及び地域の農林

業の振興発展に貢献できる高度専門職業人の育成が行われていると判断でき、学生及び地

域の期待に応えている。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

事例１ 「教育組織の編成」(分析項目Ⅰ) 

第１期中期目標期間に行った組織の改編後、本期間内では、各専攻におけるアドミッシ

ョン・ポリシーを新たに設定したことで、本研究科の特色や教育理念などに基づき、どの

ような学生像を求めるかを明確とした。過去６年間（平成 22～27 年度）の平均入学者数は、

定員の約 90％ と一定の水準に保たれている。さらに、女性教員の比率は、平成 22 年度の

8.9％から平成 27 年度 9.2％へと増加している。全国の企業に対し、平成 28 年度に企画し

ている改組後の農学専攻の修了生に対する採用計画についてアンケートを取ったところ、

約 55％が本研究科の修了生を採用したいと回答した。よって、教育組織の編成は、本研究

科が想定する関係者である自治体、農学関係の企業、及び地域社会への期待に応えられる

教育組織へ編成された点において、第１期中期目標期間中の状況と比較して質の向上があ

ったと判断する。 

 

事例２ 「教育目的に沿った教育課程の編成」(分析項目 I) 

第２期中期目標期間においては、全ての専攻においてカリキュラム・ポリシー、ディプ

ロマ・ポリシーを設定した。これにより、修了者に求められる教育内容と達成目標を明確

にした。配置する授業科目の目的や位置づけも具体的、体系的になった。例えば、各専攻

で研究基礎科目と、専攻ごとに専門授業科目を設けているが、これにあたっては専門科目

における高度専門教育授業科目を、従来の 34 科目から 48 科目へと増やし、高度専門教育

を充実させた。また、生命、食料、環境に関する分野において、ディプロマ・ポリシーに

則して世界レベルで活躍できる人材と地域の農林業の振興発展に先見性を発揮し貢献でき

る人材の育成を目指し、研究企画デザイン演習、遺伝子組換え技術におけるバイオセーフ

ティーに関する授業、ベンチャー企業論などの独自の教育プログラムを従来に引き続き設

置していることに加え、平成 21 年度から開講した「卒後・大学院教育プログラム」に係る

科目や「インターンシップ」を第２期では本格的に展開し、社会的関心の高い「食の安心・

安全」に関わる指導的立場の人材育成及び企業等での研修により社会の一員としての自覚

を有した人材の育成に成果をあげた。また、カリキュラム・ポリシーの明確化による教育

プログラムの充実にあわせて、単位の実質化も進み、予習、復習が必要な科目が大半を占

めることになり、学生の主体的な学修を促した。在学生を対象とした授業アンケートの集

計結果においても、授業外で５時間以上修学している学生が 76.5％以上となっていた。こ

れらにより第１期中期目標期間中の状況と比較して、教育目的に沿った教育課程の編成が

充実し、さらに単位の実質化を実現する主体的学修を促進した点において成果を上げたと

判断する。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

事例３ 「学業の成果」(分析項目Ⅱ) 

第２期中期目標期間に策定したカリキュラム・ポリシーでは、農学分野で必要とされる

情報分析力・語学力・コミュニケーション力等の汎用的能力を身につけさせること、学会

等での発表を行うことにより研究成果を発表する能力を身につけさせること、英語による

研究発表ができるようになること、などを目標とすることを明示した。これをふまえ、専

攻共通の選択科目に「科学技術英語」を設け、英語による論文作成や研究発表の演習を行

い、さらに学修成果を高めるために能力別クラス編成による少人数授業とし、主に外国人

教員が担当した。研究発表力育成については、専門必修科目の「特別研究」を 10 単位とし、

そこでの研究成果を、専門分野の学会や研究会での発表や、国際的な学術雑誌の論文発表

に積極的に繋げる指導を行った。これらにより、学生の学会発表の回数は、第１期中期目

標期間４年間（平成 16～19 年度）では年平均 68 回であったのに対し、第２期中期目標期

間では 86 回に増加し、学生の研究能力とプレゼンテーション能力が明らかに向上した。平
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成 22 年度から平成 26 年度間において、学生が第一著者として執筆し学術誌に掲載された

論文も毎年必ずある。これらのことから、農学分野で必要とされる汎用的能力や、英語能

力も含めた研究発表力など、学業成果に関する質が向上しているといえる。 
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Ⅰ 連合農学研究科の教育目的と特徴 

 

１ 研究科の教育目的 

本研究科の教育目的は、寒冷圏農学分野における高度な専門知識を修得させること

により、国際水準を目指す先端的な研究を展開できる研究者、農学分野に高い関心と

豊かな知識を持った大学教員や、柔軟な課題探求能力を備えた高度専門職業人を養成

することである。 

（参照 岩手大学 HP 大学院連合農学研究科 研究科紹介 

  http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/jp/aboutus.html） 

 

２ 教育体制の特徴 

本研究科は、岩手大学、弘前大学、山形大学及び帯広畜産大学で構成される博士後

期課程のみの独立研究科である。さらに、連携大学院として、 (独)農業・食品産業技

術総合研究機構 東北農業研究センター（以下、東北農業研究センター）、 (財)岩手生

物工学研究センター（以下、生物工学研究センター）及び地方独立行政法人青森県産

業技術センター（以下、産業技術センター）と連携大学院協定を結んでいる。この他

にも、本学他研究科、他大学連合農学研究科との協力による密接な教育連携を図って

いる。本研究科の教員は、４構成大学の資格教員に加え、岩手大学大学院工学研究科

（以下、工学研究科）の教員及び連携大学院に所属する客員教授によって構成し、層

の厚い教育体制を整えている。 

 

３ 入学者の状況 

寒冷圏農学分野の高度な専門教育を望む進学生、留学生に加え、リカレント教育を目

指す社会人の入学者が多い。平成27年10月現在の在学生の内訳は日本人進学生が32％、

社会人が37％、留学生が31％となっている。 

 

４ デュアル・ディグリープログラムの構築 

サスカチュワン大学（カナダ）、モンゴル生命科学大学（モンゴル）、ダッカ大学（バ

ングラディシュ）との学術・学生交流協定を結んでいる。さらにサスカチュワン大学と

は平成26年10月からデュアル・ディグリープログラムを構築し、国際通用性の高い教育

を目指すとともに、科学英語、研究インターンシップ、農学特別講義Ⅰ (英語)など、研

究適応力の育成を図るためのカリキュラムにより、高い教育水準の農学教育を行ってい

る。 

 

５ 教育方法の特徴 

学生は岩手大学に籍を置き、主指導教員の在籍する構成大学に配属され指導を受ける。

学生１名につき３名の教員が指導に当たるが、そのうちの１名は他の構成大学の教員が

担当している。また、学位取得に向けたモチベーションを高めるため、「学位取得への

道」の時間を設けるなど、様々な働きかけを行っている。 

 

６ リサーチ・アシスタント（RA） 

本研究科学生をRAに採用し、教員の研究と教育の一部をその業務として従事させるこ

とを通じて、学生への教育的効果も配慮した経済的支援を行っている。 

 

７ 修了生の進路 

平成22年度～平成27年度の修了生は148名で、その18％ が大学教員、30％が研究所・

団体等の研究員、15％が民間企業の研究員で、全体の半数以上が大学教員や研究員等の

研究職に就いている。 
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[想定する関係者とその期待] 

想定する関係者は、在学生、修了生、修了生の雇用者、構成大学の指導教員、及び農

学関係者であり、農学分野の創造的で専門的な課題探究・解決能力に優れた人材養成の

ための教育組織として適切であることが期待されている。  



岩手大学連合農学研究科 分析項目Ⅰ 

－9-4－ 

Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

１ 研究科の構成 

本学研究科は、岩手大学、弘前大学、山形大学及び帯広畜産大学で構成される博士

後期課程のみの独立研究科である。構成４大学に所属する教員が大学の枠を越えて学

生教育を行う観点から、４専攻、10 連合講座を編成している。このうち、寒冷圏生命

システム学専攻は、寒冷圏に棲息(生育)する生物の温度環境に対する生命システムの

応答機能を総合的に教育・研究するもので、本研究科を特徴づける専攻となっている。 

 （参照 岩手大学 HP 大学院連合農学研究科  

http://www.iwate-u.ac.jp/college/ugas.shtml） 

 

２ 教育体制の特徴 

本研究科は連携大学院として、東北農業研究センター、生物工学研究センター及び

産業技術センターと連携大学院協定を結び、この他にも、本学他研究科、他大学連合

農学研究科との協力による密接な教育連携を図っている。本研究科の教員は、４構成

大学の資格教員に、本研究科の構成員である工学研究科の教員６名、連携大学院協定

を結んでいる東北農業研究センター、岩手生物工学研究センター、青森県産業技術セ

ンターの客員教授など合計 27 名を加え、130 名の学生在籍者数を遙かに上回る 285 名

の資格教員数による幅広く層の厚い、充実した教育体制を整えている（表１）。 

 

表１ 有資格教員数 

岩手大学 弘前大学 山形大学 

帯広畜産

大学 

東北農業

研究セン

ター 

岩手生物

工学研究

センター 

青森県産

業技術セ

ンター 

合計 

77 66 59 56 14 8 5 285 

 

３ 資格教員の審査 

教育の質の確保に向けて、平成 18 年４月に主指導教員資格の再審査制度を導入し、

継続して実施している。さらに、平成 26 年４月からは直接学生の指導に当たる主指導

教員の資格基準をより厳格化し、大学紀要や試験場報告等を除くレフェリー付きの学

術雑誌で筆頭著者や責任著者の論文数を重視した審査を実施している。 

 

・岩手大学大学院連合農学研究科教員の資格等備えるべき条件の基準 

・連合農学研究科担当教員の研究業績評価標準点数 

http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/jp/staff.html（連大 HP／教員資格審査関連規則） 

 

４ 入学者受入 

本研究科では、右記の

アドミッション・ポリシ

ーに示された人材像に照

らし、指導教員を含む最

低３構成大学の教員から

なる入試委員により、研

究成果と研究計画のプレ

ゼンテーションを内容と

する面接試験を行ってい

る。 

＜アドミッション・ポリシーに示された人材像＞ 

・これまでの学術的活動経験により培われた各専門領域における基礎知

識を有する人。  

・高度な専門知識に基づく研究活動を行うだけでなく、寒冷圏農学に関

する幅広い知識の修得に、 意欲的に取り組める人。 

・科学英語の能力を高めながら、海外への研究成果の発信、研究交流に

関心を持っている人。 

・世界の幅広い分野の研究者・技術者との交流・コミュニケーションを

積極的に行う意欲のある人。 

・自らの得た知識や研究成果について、一般の人々に対してもわかりや

すく伝え普及する能力を 高めたいと考えている人。 
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入学者の状況は表２のとおりである。入学者は寒冷圏農学分野の高度な専門教育を

望む進学生や留学生に加え、リカレント教育を目指す社会人も多い。平成 27 年 10 月

現在の在学生は 130 名であり、その内訳は日本人進学生と社会人がそれぞれ 32％ 、

37％で、留学生の割合が 31％となっている。 

 

表２ 入学者数の推移（入学定員 32 名） 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

入学者数 34(11) 33(16) 39(18) 33(6) 38(12) 39(19) 

  【注】外国人留学生は（ ）内に内数で表記 

 

５ 自己点検評価 

各構成大学の代議員を中心に自己点検評価委員会を構成し、２年に１度の頻度で自

己点検評価を実施し、教育内容、教育方法の改善に向けた方策を検討している。また、

定期的（５～６年に１度実施：最近のものは平成 25 年度に実施） に在学生、修了生、

就職先にアンケート調査を行う他、ファカルティ・ディベロップメントとしてサスカ

チュアン大学（カナダ）等の農学教育先進大学を調査し新しい教育内容を検討するな

ど、絶えず PDCA サイクルに基づく改善を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 外部評価  

農学系の研究科を有する国立大学、農林水産省研究機関、地方行政機関、修了生就

職先の責任ある立場の方々を委員とする外部評価委員会を定期的(６年に１度)に開催

している。最近では、平成 25 年 11 月に高知大学農学研究科長を委員長とする外部評

価委員会を開催し、本研究科の実施体制について寒冷圏ならではの教育プログラム及

び構成４大学等との連携の取り組み並びに学生へのさまざまな経済支援制度について

高い評価を得た。中

でもカナダ・サスカ

チュワン大学とのデ

ュアル・ディグリー

プログラムに対する

期待が高かった。ま

た、指摘された教育

内容、教育方法の課

題については改善を

図っている。 

 

 

７ ファカルティ・ディベロップメント(FD) 

本研究科の新たな取組を構成員に周知することや、博士課程教育のあり方を検討す

ることを目的として、構成大学の代議員を中心に点検評価委員会を設け、FD 活動の充

実に努めている。FD 活動として、４構成大学の指導教員が集まる研究科教授会（年２

【自己点検評価を踏まえた改善例】 

・英語によるコミュニケーション能力の向上のため、「科学英語」の講義形態（開講時期及び対面方式）の

改善や国際学会での研究発表及び海外インターンシップに対する旅費の補助を行った。 

・要望の多い「実践統計学」の充実のため、各大学に統計学相談員を配置し随時学生の相談に応じている。 

・「専攻別特論」では英語による講義の要望が増えてきたため、英語で行う講義を後期に開講し 10 月入学

者（留学生等）が英語の科目を受講しやすい仕組みに改善した。 

 

【平成 25 年外部評価で指摘された課題等】 

・デュアル・ディグリープログラム推進体制の強化及び取り組みの加速 

・博士課程入学希望者への学部・修士課程時代からの意識付け 

・修学（経済）支援策の継続 

・修了生ネットワークの設立とキャリアパス支援策の検討 

・共同研究の推進及びセミナーやシンポジウムの開催 

・連携大学院の充実 

・学生の研究内容や共同研究成果等の Web による情報発信 

・地域へ貢献ができる人材養成のための新たな専攻・連合講座の再編 
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回）の場で教員会議 FD を行い、また、構成大学ごと（年１回）に FD 講演会を開催し

ている（表３）。 

表３ ファカルティ・ディベロップメント（FD）の実施状況（第２期中期目標期間） 

期日 実施内容 対象者 

Ｈ22.4.21～5.7 教員会議 FD 

１．各種制度の主な変更点について 

２．中国訪問について（報告） 

連大全教員 

Ｈ22.10.1 教員資格取得者研修会 

講師：比屋根 哲 研究科長補佐 

内容：「博士課程教育における指導のあり方」 

新規連大教員 

資格取得者 

Ｈ23.4.18～26 教員会議 FD 

１．サスカチュワン大学訪問について（報告） 

２．専攻別特論、実践統計学の学生アンケート結果について 

３．学生指導について 

連大全教員 

Ｈ23.10.3 教員資格取得者研修会 

講師：比屋根 哲 研究科長補佐 

内容：「博士課程教育における指導のあり方」 

新規連大教員 

資格取得者 

Ｈ24.2.10 FD 講演会 

講師：上村松生 研究科長 

内容：サスカチュワン大学訪問報告 

連大全教員 

Ｈ24.4.18～24 教員会議 FD 

１．サスカチュワン大学とのデュアルディグリーについて 

２．入学制度の変更について 

３．連大ホームページのリニューアルについて 

連大全教員 

Ｈ24.10.1 教員資格取得者研修会 

講師：比屋根 哲 研究科長補佐 

内容：「博士課程教育における指導のあり方」 

新規連大教員資格

取得者 

Ｈ25.4.17～25 教員会議 FD 

１．サスカチュワン大学とのデュアルディグリーについて 

２．モンゴル農業大学の訪問について 

３．学位論文進捗状況報告会と中間発表会について 

連大全教員 

Ｈ25.9.6 FD 報告会 

講師：倉島栄一、Lopez Larry 

内容：研究科長裁量経費（共同研究奨励費）研究成果報告 

連大全教員 

Ｈ25.10.1 教員資格取得者研修会 

講師：比屋根 哲 研究科長補佐 

内容：「博士課程教育における指導のあり方」 

新規連大教員 

資格取得者 

Ｈ26.2.17 FD 講演会 

講師：小岩弘之 岩手医科大学 客員教授 

内容：提案型研究開発アプローチ 

―社会で活躍する博士のために― 

教員、学生、 

修了生 

Ｈ26.4.16～24 教員会議 FD 

１．サスカチュワン大学とのデュアルディグリーについて 

２．モンゴル国立農業大学の訪問について 

３．ダッカ大学訪問について 

４．学位論文進捗状況報告会と中間発表会について 

５．研究者倫理の開講について 

連大全教員 

Ｈ26.9.5 FD 報告会 

講師：野堀嘉裕、程 為国 

内容：研究科長裁量経費（共同研究奨励費）研究成果報告 

連大全教員 

Ｈ26.10.1 教員資格取得者研修会 

講師：比屋根 哲 研究科長補佐 

内容：「博士課程教育における指導のあり方」 

新規連大教員 

資格取得者 

Ｈ27.4.15～23 教員会議 FD 

１．サスカチュワン大学とのデュアルディグリーについて 

２．ダッカ大学訪問について 

連大全教員 
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３．モンゴル生命科学大学とのシンポジウム開催について（報

告） 

４．修士課程との連携（学生確保）について 

５．学位論文進捗状況報告会と中間発表会について 

６．修了生からの声について 

Ｈ27.9.4 FD 報告会 

講師：RAHMAN Abidur、大河 浩 

内容：研究科長裁量経費（共同研究奨励費）研究成果報告 

連大全教員 

Ｈ27.10.1 教員資格取得者研修会 

講師：比屋根 哲 研究科長 

内容：「博士課程教育における指導のあり方」 

新規連大教員 

資格取得者 

 

(水準) 

期待される水準にある。 

 

(判断理由) 

本研究科は、寒冷圏をはじめとする農学分野における高度な専門知識を修得した人材

の育成という関係者からの期待に応じ、博士課程としての農学研究教育の実施体制を整

備している。そのうえで、第２期中期目標期間においては連携研究機関として新たに青

森県産業技術センターを加えるとともに、国際水準の教育を目指すためサスカチュワン

大学（カナダ）とのデュアル・ディグリープログラムを構築するなど、寒冷圏における

幅広い農学教育を行う体制をさらに充実させた。また、自己点検評価および外部評価を

定期的に実施し、デュアル・ディグリープログラムの導入や英語による授業の実施など、

指摘事項に対応した教育内容・方法の改善に努め、FD により構成員への周知を図ってい

る。これらのことから、教育の実施体制について関係者（構成大学の指導教員、農業関

係者）の期待に応えていると判断した。 

 

 

観点 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

１ 教育の内容 

（１） カリキュラムの構成 

学位授与の方針を設定し、これを踏まえ教育課程の方針も明示してカリキュラムを

構成している。 カリキュラムは研究科共通科目と研究科専門科目から成り、必修科目

８単位、選択４単位の合計 12 単位以上で修了要件を満たす【別添資料１：教育課程表】。 

研究科の講義は、人材養成目標の達成を目指した学生教育を行うために、幅広い専

門性を付与する講義群、研究能力育成のための講義群、学位論文研究の指導に関わる

講義群を整備し、さらに国際通用性のある研究適応力の向上を目指し、研究者として

必要な英語力を身につけさせる「科学英語」、「国際学会コミュニケーション」を行な

っている。加えて、研究者としての倫理観向上のため、「研究者倫理」の履修を必修化

している。 

（参照 岩手大学 HP 大学院連合農学研究科 研究科紹介 

  http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/jp/aboutus.html） 

 

（２） 特徴ある教育内容（授業科目） 

研究科共通科目のうち「農学特別講義Ⅰ（英語）」、「農学特別講義Ⅱ（日本語）」で

は、全国 18 大学を多地点遠隔講義システムで結び、優れた教員資源を有効に活用し

て先端的・学際的研究における広い視野と高度の専門的知識を身につけさせている。

また、「科学コミュニケーション」、「研究インターンシップ」、「専攻別特論」では、創

造的で専門的な課題探求・解決能力を修得させている。これらにより自立的能力に優

れた研究者・高度専門技術者を養成している。 
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２ 教育の方法と工夫 

（１） 授業形態の組合せ 

地理的に離れた４大学に配置された学生を対象に教育を行うという、連合大学院の

デメリットをメリットに変えるべく、種々の授業形態を組み合わせたカリキュラムを

実施している。 

「科学コミュニケーション」は４構成大学の１年生を一箇所に集めた合宿形式で行い、

班編成によるグループ討議やコミュニケーションを通じた学修プログラムである。 

「研究インターンシップ」は連携大学院の研究機関で客員教授の指導を受けながら研

究現場の経験を積む実習形式である。 

「科学英語」と「専攻別特論」は構成４大学を多地点遠隔講義システムで接続した講

義形式である。「科学英語」は外国人講師による講義で、その内容は英語によるプレゼ

ンテーション、ディスカッション、論文作成の指導を行っており、履修者の要望を受

ける形で、平成 27 年度から前期、後期の２回、外国人講師が構成大学を直接訪問し英

語による実際的コミュニケーションの機会を充実させている。 

「農学特別講義Ⅰ（英語）」及び「農学特別講義Ⅱ（日本語）」は全国６大学に設置さ

れた連合農学研究科の 18 構成大学を多地点遠隔講義システムで結び、豊富な教育スタ

ッフによる先端的な講義を行っている。 

なお、それぞれの科目も講義と実習を組み合わせたものとなっている【別添資料１：

教育課程表】。 

 

（２） RA 採用による教育効果 

 博士課程学生を RA として採用し、学生への経済的支援を行っている。博士課程学

生が RA として教員の研究及び教育に関与することは教育効果も期待でき、このことに

より若手研究者養成の促進に寄与している。平成 25 年度に就業時間数の上限を 200

時間から 300 時間に増やしたことが応募学生の増加につながっている。 

 

表４ RA 採用の実績 

 平成22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

RA 採用者 49 42 51 61 72 83 

 

（３） 学生の種類別科目履修例の提示 

博士の学位取得への道筋が明確になり、それぞれの学生の将来に役立つ知識や能力

の修得ができるよう進学生、留学生、社会人といった学生の種類別に科目履修例を作

成し、成績評価基準とともにシラバスに提示した。 

 

（４） 学位取得に向けた働きかけ 

「科学コミュニケーション」の講義では、大学や研究機関に勤務する修了生を講師

として、博士課程在学中の心掛け、論文が学会誌に掲載可となるまでのプロセス、な

どの経験談を在学生に講義し、意見交換を行う「学位取得への道」の時間を設けてい

る【別添資料２：科学コミュニケーション日程表】。またアンケート調査結果から、合

宿形式で学位取得という厳しい状況に置かれた学生同士のコミュニケーションを図ら

せることが、モチベーションを高めるのに役立つことを把握している。これを踏まえ、

多地点遠隔講義システムを利用した講義で、他大学の学生と一緒に受講することが競

争意識を芽生えさせ、自主的な学習の取組みを促している。 

 

（５） 他大学の教員による指導 

学生の研究指導は３人体制で、そのうちの１人は他大学の教員が担当している(第２

副指導教員)。異なる教育環境にある他大学を訪問して、その教員から客観的視点によ

りアドバイスを受けることは、研究進展方向の可能性を広げるものであり、他大学配
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属の学生との協調と競争意識が芽生え、教育効果は大きい。 

 

（６） デュアル・ディグリープログラム 

協定大学であるサスカチュワン大学（カナダ）と本研究科の双方で指導を受け修了

した場合、本研究科及びサスカチュワン大学から学位（岩手大学：博士（農学）又は

博士（学術）、サスカチュワン大学：博士（植物学））が授与される。専用の入試制度

を持つ教育プログラムであり、学生は双方の大学の必要な科目履修及び英語による

Comprehensive Examination(総合試験)並びに英文の学位論文作成が要件となってい

る。【別添資料３：デュアル・ディグリープログラム教育課程表】 

 

３ その他 

（１） アンケート調査 

平成 25 年 7 月に、指導教員、在学生、修了生、修了生就職先に対して、本研究科に

おける教育課程の評価を目的としたアンケート調査を行った。その結果、在学生が今

後もっとも伸ばしたいと考えている能力は「自分の研究分野の専門的知識」であった。

修了生アンケートでは、在学中に自分の知識や能力を伸ばすことができたと思うこと

についての質問では、「自分の研究分野の専門的知識」が最も多かった。 

なお、現在研究に従事している修了生に対してここ数年で強化したいと思う点につ

いて聞いたところ「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」を上げる者が最も多

く、本研究科に対しもう少し力を入れてほしかった事項として英語によるコミュニケ

ーション能力を向上させるプログラムの充実をあげる者（自由記述）もあった。 

また、修了生の就職先へのアンケート調査の結果、修了生の能力評価で高い評価を

与えているのが「専門的知識」であり、「科学英語力（ヒアリング、会話能力）」に対

して高いと評価した回答数は必ずしも多くなかった。 

 

（２） 学生への交通費支給 

「科学コミュニケーション」、「研究インターンシップ」、「国際学会コミュニケー

ション」参加のための交通費、第２副指導教員に研究指導を受けるために他大学を

訪問するための交通費、研究成果を学会で発表するための交通費を支給することが

できる基準を設け実施している。 

 

連合農学研究科学生への交通費支給基準について 

http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/jp/pdf/h27/koutsuhi.pdf 

 

（３） 学生表彰制度 

学生の自主的な学習を促す取組みの一つとして、学生表彰制度による優秀学術賞

を授与した。（10 名 平成 22 年度～平成 26 年度） 

 

岩手大学大学院連合農学研究科学生表彰実施要項 

http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/jp/20-kisoku/142kisoku.pdf 

 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

距離的に離れた４構成大学の博士課程学生教育を、多地点遠隔講義システムを利用し

て、講義や演習、実習等を組合せた多彩な教育を行っている。また、修了生による「学

位取得への道」の講義を行うなど、学位取得に向けた働きかけを行っている。これらの

ことは、在学生や指導教員、修了生の雇用者をはじめ、平成 25 年に行なった外部評価で

も委員から高く評価され、関係者の期待に応えている。 

大学院教育の充実を目指し、教育改善の取り組みも進めている。定期的に学生や雇用
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先などの関係者にアンケート調査及び修了生懇談会を行い、その結果分析を改善につな

げている。たとえば、英語によるコミュニケーション力向上の要望に対しては「科学コ

ミュニケーション」の留学生との交流を促す実施体制の充実（別添資料２）や「科学英

語」を前期・後期の２回開講すると共に外国人講師が構成大学を訪問するよう改善して

対面による英語コミュニケーションの機会を増やした。農業経営者である社会人学生か

らの要請については、３つの専攻別特論の内１つは後期に開講して社会人学生が受講し

やすい環境を整えた。これら学生等の関係者の要請を的確に把握して教育内容の改善に

活かしている。また、サスカチュワン大学とのデュアル・ディグリープログラムの締結

によりグローバルな人材養成目標に沿った高い水準の教育内容を行っている。 

以上のことから、教育の内容と方法について、関係者の期待する水準を上回ると判断

した。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

(観点に係る状況) 

本研究科における課程修了による学位授与者数は表５のとおりであり、標準修了年度

内の授与者の割合が増加傾向にある（第一期中期目標期間平均 60％、今期平均 66％）。 

 

表５ 学位授与数及び標準修了年度内の授与者の割合 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

学位授与者 

(標準修了) 

33 

(58％) 

21 

(67％) 

27 

(56％) 

28 

(71％) 

24 

(79％) 

 

本研究科課程での教育・学修成果について、修了生、修了生の就職先、主指導教員に

対するアンケート調査では、学生が専門的知識、幅広い研究分野の知識、コミュニケー

ション能力の向上を認めたとする多くの回答が寄せられている【別添資料４： 点検評価

報告書、アンケート調査結果】。 

 

なお、前回（平成 19 年度）調査との比較では、修了生で知識や能力を伸ばすことがで

きたと思う肯定的評価の回答比率は上昇し、教育・学修成果における質の向上を確認で

きる。 

・「自分の研究分野の専門知識」の前回評価の 56％から 77％(+21p) 

・「専門分野以外の幅広い知識」の前回評価の 67％から 72％(+5p) 

・「研究コミュニケーション能力」の前回評価の 59％から 68％(+9p) 

・「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」の前回評価の 22％から 49％(+27p) 

 

同様に修了生の就職先に対して行った博士課程を修了した職員（就職者）の能力をど

のように評価するかに関する調査の比較では、 

・「自分の研究分野の専門知識」の前回評価の 100％から 86％(-14p) 

・「専門分野以外の幅広い知識」の前回評価の 69％から 86％(+17p) 

・「研究コミュニケーション能力」の前回評価の 74％から 80％(+6p) 

・「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」の前回評価の 52％から 62％(+10p) 

であった。 

 

 これら調査結果から、第２期中期目標期間における教育内容・方法の工夫や改善が、

教育・学修成果に反映されていると判断できる。 
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(水準) 

 期待される水準にある。 

(判断理由) 

 標準修了年限内の学位授与率は近年上昇傾向にあり今期平均の 66％は、第１期中期目

標期間を上回っている。また、修了生、修了生の就職先、主指導教員に対するアンケー

ト調査では、専門的知識、幅広い研究分野の知識、コミュニケーション能力の向上を認

めたとする多くの回答が寄せられている。 

以上から、本研究科の適切な教育指導体制の下で多くの学生が学位を取得しており、

在学生、修了生、修了生の雇用者及び構成大学の指導教員の想定する関係者は、学生が

身に付けた学力や資質・能力に対し高い割合で肯定的な評価をしており、期待に応えて

いると判断する。 

 

観点 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

平成 22 年度～平成 27 年度の本研究科修了生総数は 155 名で、その内、修了時におけ

る就職先の内訳は大学教員が 18％、研究所・団体等の研究員が 30％、民間企業の研究員

等が 10％で、教員と研究員等を合わせて全体の半数以上を占めている。その他、ポスド

ク等が 22％、自営 1％となっており、進路未定者は 20％であった。産業分野別に見ると、

教育分野、製造業(科学研究員)、農林水産業が多く、修了後も研究生やポスドクとして

研鑽を積む人数も多いが、職業に就く者の中では研究員や教員、農学分野の職業人が多

くなっている。 

 

表６ 修了者就職状況 

職 種 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 合計 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

大学教員 4 12% 5 24% 7 26% 3 11% 3 14% 6 25% 28 18% 

研究所・団

体等研究員 

11 33% 6 29% 8 30% 8 29% 8 36% 9 38% 50 32% 

民間企業研

究員（職） 

4 12% 3 14% 2 7% 3 11% 2 9% 1 4% 15 10% 

その他（含

む研究生

等） 

11 33% 2 10% 5 19% 9 32% 3 14% 0 0% 30 19% 

自営 0 0% 0 0% 0 0% 1 4% 0 0% 1 4% 2 1% 

未定 3 9% 5 24% 5 19% 4 14% 6 27% 7 29% 30 19% 

合  計 33 100% 21 100% 27 100% 28 100% 22 100% 24 100% 155 100% 

 

 

修了生の就職先に修了生の能力評価を問うアンケート調査（前掲：平成 24・25 年度点

検評価報告書並びに外部評価報告書）によれば、修了生が有する能力としての好意的評

価は、「専門知識」が 86％、「専門以外の幅広い知識」が 86％、「研究コミュニケーショ

ン能力」が 80％、「科学英語力」が 62％であり、学業成果に関する学生自身の評価を大

きく上回る評価を受けた。 
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(水準) 

 期待される水準にある。 

(判断理由) 

修了生の就職先として教員や研究員の割合が相対的に高いことは、連合農学研究科の

人材養成目的に沿うものである。また、修了生の就職先から専門知識や専門以外の知識、

研究コミュニケーション能力が高いと評価されている。これらのこと等から、関係者の

期待に応えていると判断する。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

事例１ 「副指導教員による研究指導の実質化（学位論文研究進捗状況報告会の義務化）」 

本研究科の学生指導は、主指導教員と２名の副指導教員の計３名で行なっていたが、

特に他大学の教員が就任する第二副指導教員については、研究指導への関与が希薄化す

る状況も一部認められた。このことから、平成 25 年度より毎年１回、学生と３名の指導

教員が一同に会して実施する学位論文研究進捗状況報告会の開催を義務化し、２名の副

指導教員による研究指導への関与を確実にする措置をとった。また、２回の進捗状況報

告会の実施をもって特別演習の単位を認定することとし、副指導教員がかかわる研究指

導を単位の形で明確にし、３名の教員による研究指導体制の実質化をより進展させた。

これにより、きめ細かい多角的観点に立った指導がなされ、より効率的な研究及び完成

度の高い論文作成を可能とする体制となった。このことも反映して、第２期中期目標期

間における標準修了年度内の授与者の割合は増加傾向にある。 

 

事例２ 「他機関との教育連携」 

本研究科を特徴づける独自の教育組織として、新たに平成 22 年４月青森県産業技術セ

ンターと連携大学院協定の締結を行った。さらに、寒冷圏農学分野の教育連携を目指し

て、平成 26 年２月にモンゴル生命科学大学大学院及び同大植物防疫研究所と学術交流協

定を締結し、平成 26 年３月にはサスカチュワン大学農業生物資源学部植物科学科とデ

ュアル・ディグリープログラム協定を結び、加えて平成 26 年 11 月ダッカ大学生物学部

と学術交流協定を締結した。これらの機関との教育連携として、研究インターンシップ

の受入及び学生や教員の相互交流の成果を得る等、幅広く、層の厚い、しかも国際通用

性が高い、充実した教育体制を整えた。 

 

事例３ 「教員資格審査の厳格化」 

 本研究科の教員資格審査は 4 つの構成大学に共通する独自の審査基準に基づき行って

おり、随時その基準や方法の見直しを行っている。平成 18 年４月には主指導教員資格の

再審査制度を導入し、8 年毎の継続的な審査をおこなっている。平成 26 年４月からは直

接学生の指導に当たる主指導教員の資格基準をより厳格化し、大学紀要や試験場報告等

を除くレフェリー付きの学術雑誌で筆頭著者や責任著者の論文数を重視した評価基準に

基づき実施している。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

事例１ 

本研究科における課程修了による学位授与者数は、表５のとおりであり、標準修了年

度内の授与者の割合は第１期中期目標期間に比べ増加傾向にある（第１期平均 60％、今

期平均 66％）。このことについては、各種のアンケート調査や意見聴取、外部評価等を

踏まえながら、指導体制の改善、教育内容・方法の工夫、学位取得に向けたモチベーシ

ョンを高めるための働きかけなどに取り組み、それらの着実な成果が反映されたと判断

する。 

 

事例２ 

修了生に対して行ったアンケート調査では、「修了生で知識や能力を伸ばすことができ

たと思う」に関する質問において、「自分の研究分野の専門知識」（56％から 77％(+21p)）

や、「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」（22％から 49％(+27p)）などを始め、

前回（平成 19 年度）調査と比較して、高い評価を得た。 

同様に修了生の就職先に対して行った博士課程を修了した職員（就職者）の能力をど

のように評価するかに関する調査でも、「専門分野以外の幅広い知識」の前回評価の 69％

から 86％(+17p)、「科学英語の能力（ヒアリング、会話能力）」（52％から 62％(+10p)）
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など、第１期の調査と比べて高い評価であった。 

 このことについても、事例１同様に、本研究科における教育の実施体制や指導体制の

改善、教育内容・方法の工夫、学位取得に向けたモチベーションを高める働きかけなど、

それぞれの取り組みの成果が反映されたと判断する。 

 


